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会 議 録 

会議の名称 令和６年度（2024年度）第１回つくば市学校防災推進委員会 

開催日時 令和６年（2024年）７月22日（月曜日）  

開会15：30 閉会17:00 

開催場所 庁舎２階 201会議室 

事務局（担当課） 教育総務課、学び推進課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

森田充会長、吉沼正美副会長、根本智副会長、久保田靖彦委

員、園田浩美委員、尾見裕史委員、松本亜希子委員、森田 

修司委員、岸田和克子委員、美野本玲子委員、桐生修委員、

小川英男委員、山岡めぐみ委員、笹本昌伸委員、大口勝也委

員、柳町優子委員、岡野知樹委員、中島澄枝委員、澤頭由紀

子委員、石橋充委員 

その他 長屋和宏 

事務局 

 

教育総務課：課長補佐 飯村賞賜 主任 谷沢潤一郎、小川 

真由、会計年度任用職員 辻香奈 

学び推進課：指導主事 宮本聡 

危機管理課：係長 鈴木誉幸 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開□一部公開 傍聴者数 ０名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 (1) つくば市学校防災推進委員会の概要について【資料１

・２】 

 (2) 令和６年度（2024 年度）学校防災事業計画について【資

料３】 

 (3) つくば市学校防災手帳の概要について【資料４】 

 (4) 危機管理課からの情報提供について 

  ア つくば市災害・防災メールの登録 

  イ 避難確保計画の作成及び実施 



2 
 

  ウ 携帯トイレについて 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

会

議

次

第 

 (1) つくば市学校防災推進委員会の概要について【資料１・２】 

 (2) 令和６年度（2024 年度）学校防災事業計画について【資料３】 

 (3) つくば市学校防災手帳の概要について【資料４】 

 (4) 危機管理課からの情報提供について 

  ア つくば市災害・防災メールの登録 

  イ 避難確保計画の作成及び実施 

  ウ 携帯トイレについて 

 

事務局：教育総務課の飯村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の会議は、つくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関する条例に基づき

まして、会議を公開いたします。 

また、会議録を作成し、つくば市のホームページに公表いたします。 

なお、記録のため発言の際にはマイクの使用に御協力をお願いいたします。 

それでは、ただいまから令和６年度第１回つくば市学校防災推進委員会を開会いた

します。 

開会に当たりまして会長である教育長から御挨拶申し上げます。 

 

教育長：本日は大変御多用の中、令和６年度第１回つくば市学校防災推進委員会に

お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 この会議は大規模地震等の災害に対する児童等の防災対応能力の向上及び学校の

防災体制の充実を適切かつ効果的に推進することを目的として開催している会議で

す。前回もお話しましたが、能登半島地震が起こって一番気がかりであったことは

授業が再開できないということだったと思います。日本航空石川高校は山梨の系列

校に移動して練習し、甲子園でも良い試合をしたということで大変感銘を受けまし

たが、つくば市としても被災地の Wi-Fi 環境が整った時点でインタラクティブスタ

ディシステムの IDを無償で提供して、家庭学習に使用してもらう支援を行いました。
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災害時に学びを止めない、学校をどう再開するかということは大きな課題であると

感じています。 

 前回もお話しましたが、つくば市では茎崎で水害がありました。そのような災害

に対して、事前に対策を検討することは非常に大切だと思っています。 

 本日は各学園、各学校で行われている防災に係る取組や、学校防災推進委員会の

事業である学校防災手帳作成事業について事務局から報告します。 

 この会議を通じて防災意識の更なる向上を図りたいと考えておりますので、委員

の皆様には忌憚のない御意見を頂戴したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

事務局：ありがとうございました。 

それではつくば市学校防災推進委員会設置要項の第３条、第１項及び第２項に基づ

きまして、これからの進行は会長である教育長にお願いいたします。 

 

会長：では議長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

次第が用意されておりますので、それに従って進めていきたいと思います。 

まず(1)つくば市学校防災推進委員会の概要についての説明を、事務局の方からお願

いします。 

事務局：本日説明を務めさせていただきます教育局教育総務課の谷沢と申します。 

よろしくお願いいたします。 

それではまず資料１を御覧ください。 

学校防災推進委員会の要項となっておりますが、本日の会議はこの要項によって

開催されております。続きまして資料２、学校防災推進委員会の概要についての資

料を御覧ください。 

学校防災推進委員会の目的といたしまして、大規模地震等の災害に対する児童等

の防災対応能力の向上及び学校の防災体制の充実を適切かつ効果的に推進すること

を挙げております。今年度の事業計画ですが、第１回学校防災推進委員会が本日の
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会議となっております。今年度の事業計画等について報告いたします。 

 さらに学校防災手帳の作成ということで、今年度は小野川小学校、島名小学校、

吉沼小学校で作成してまいります。お手元に参考として御用意しておりまして、後

ほど改めて説明いたします。 

 続きまして、学校防災研修会を予定しております。日程は未定ですが、秋から冬

ごろに学校の先生や地域の方向けの研修会を開催します。 

 令和７年の２月には第２回学校防災推進委員会を予定しており、こちらは今年度

に各学校で実施された防災に係る取組の報告となっております。 

さらに備考として、学校防災連絡会議を各学校、または各学園で開催しておりま

す。児童生徒や地域住民の防災力向上と実践的な態度の育成を図ることを目的とし

て、地域と連携した避難訓練や外部講師を活用した防災教室等を実施しているもの

になります。 

学校防災推進委員会の概要については以上になります。 

 

会長：ありがとうございます。ただいま説明した内容について、何か質問や御意見

等ありましたら頂戴したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

それでは（2）令和６年度（2024 年度）学校防災事業計画について、事務局からお願

いします。 

事務局：（2）令和６年度（2024 年度）学校防災事業計画について説明いたします。

資料３ですが、こちらは各学園各学校の今年度の防災に関わる取組の計画を報告い

ただいて、まとめたものです。 

主に引渡し訓練を含めた地震、火災、不審者対応などの防災訓練等の取組について、

つくばスタイル科等で実施する防災に係る授業が記載されております。例として大

穂学園を挙げますと、５月に学園合同の引渡し訓練が実施され、またそれぞれの学

校で地震、火災、不審者対応についての訓練や、３年生での防災バッグ、５年生で

の防災マップの作成が記載されております。 
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 この取組については各校水平展開で進めておりますので、全校の紹介は割愛させ

ていただきますが、各校でこのような取組が行われております。 

 資料３の説明については以上となります。 

会長：ありがとうございます。今年度の事業計画ということで、昨年度などこれま

でに実施された取組があって計画されたものだと思います。校長先生にお伺いしま

すが、昨年度に実施したなかでの課題であるとか、取組を実施して感じたことなど

ありましたらお願いいたします。春日学園の根本校長先生、いかがでしょうか。 

根本委員：定例的な取組として防災マップ・防災バック作成に取り組んでおります。

昨年は子供たちだけでなくお家の方を含め、下校の際に防災マップの内容を確認し

ました。改めて資料を確認して気がついたのですが、３年生や５年生の取組に加え

て高学年で避難所運営について学びますが、その取組が減ってきていると感じます。

資料に記載がないのかもしれませんが、防災バッグ、防災マップとともにつくばス

タイル科の防災単元の３部作となっておりますので、最後の部分がもう少し充実し

ていればと感じました。春日学園も記載がありませんので、どのような状況なのか

気になります。 

会長：ありがとうございます。その点が少し足りないとお気づきになったとのこと

ですね。吾妻小学校の園田校長先生、お隣の尾見校長先生も昨年は吾妻中学校であ

ったということで、吾妻学園では様々な先駆的な取組が行われていますが、そのよ

うな取組を実施して良かった点や課題、今年度に継続していきたいことなどありま

すでしょうか。 

園田委員：吾妻小学校の園田と申します。情報提供として、引渡し訓練では話し声

が聞こえており、その点が課題だと感じました。長屋様から東日本大震災の時には

吾妻小学校におよそ 800 人の方が避難してきたと聞きましたので、マイクがなくて

も指示が通るようにということを課題として訓練を実施しました。 

 児童を集合させたときに並ぶ向きを変えたり、中央に集めるなど、指示が良く通

るかどうかの一点を重視して訓練を実施しました。すると、約 750 名の子供たちは
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誰ひとり声を発しませんでした。自分たちの学校には多くの人がつくば駅から避難

してくるという事実を知ったからかなと実感したエピソードです。 

 また、教育活動との関連を意識してしっかり取組たいと考えております。 

防災の取組は打ち上げ花火的なものではありません。例えば、１年生で防災手帳の

授業をすると、そこでしっかり親子で取り組んだことが活きてきて、9 月の防災キャ

ンプでは 1 年生や 2 年生が関心を持っていただき、低学年の方の参加が多いという

ことにつながります。さらに防災キャンプを実施する事前、事後はどうだったのか

ということが昨年の課題としてありまして、今年度は教育活動のなかで防災クイズ

や防災カードゲームを取り入れて、防災キャンプの事前、事後の教育活動として展

開していきたいと考えています。長屋様、よろしくお願いいたします。以上になり

ます。 

会長：ありがとうございます。長屋様のお名前が出ましたが、長屋様から何かあり

ますでしょうか。 

長屋氏：根本委員からお話のあったつくばスタイル科防災単元の「避難所で私たち

にできることは」は、吾妻中、茎崎中での実施実績があります。多くの学校で実施

しているのではないかと思います。園田委員の御意見については、いろいろお手伝

いできることがあれば御協力させていただければと思いますので、ぜひお声がけい

ただければと思います。 

 せっかくマイクを頂いたので資料３の全体を見て思ったことを申し上げますと、

昨年度の第２回学校防災推進委員会でショート避難訓練の報告があり、吾妻小学校、

沼崎小学校での実施についてお知らせしました。しかし、今回そのことの言及があ

りません。せっかくの取組なのでその後のつながりを考えたアフターフォローによ

る継続性を持たせることとその振り返りが必要だと思います。 

会長：ありがとうございます。確かにショート訓練については、実際に取り組んだ

学校を中心に良い取組だというお話がありましたが、その後の展開については事務

局で意識していることはあるのでしょうか。 
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事務局：ショート避難訓練については、先ほど長屋氏からお話がありましたように、

吾妻小学校と沼崎小学校で試験的に取り組んだ取組になります 

通常の避難訓練は教室で放送があって机の下に隠れ、校庭に出るというかたちで実

施しているところ、抜き打ちで予告なく実施するというものです。 

 昨年度は２校で実施しましたが、その時の方法、ノウハウを整理して各校に広げ

ていきたいと考えております。 

会長：ありがとうございます。大切なことだと思いますので、成果を活かすという

ことで早く整備を進めていければと思います。ほかに何か御意見ありますでしょう

か。松本園長先生、幼稚園の観点から防災について何かあればお聞かせ願いたいの

ですが。 

松本委員：手代木南幼稚園の松本です。手代木南幼稚園は３歳児がいるので、月に

一度繰り返し防災訓練を実施し、防災頭巾を被るのも一苦労という状況ですが、先

日の地震でも机の下に隠れる行動はできていたので、幼稚園は日々の訓練の積み重

ねが重要だと感じています。今の時期は暑い際に防災頭巾を被るのはどうかと先生

方からの声が上がっていますので、被らずとも頭に乗せるなどの工夫ができればと

思います。地震だけでなく様々な訓練をしていますが、不審者対応に関しては子供

たちがわからなくても大人たちが合言葉を決めて子どもたちを守るなど、方法を検

討し、毎月の避難訓練を実施している状況です。 

会長：ありがとうございます。月に 1 回ということは非常にこまめに実施されてい

るということで、子供たちが習慣化してやっていければ効果があるのかなと思いま

す。今日の地震では避難行動をされていますか。 

松本委員：実施しています。本日は夏休みですが、例え小さな地震であっても声掛

けなどを実施しています。 

会長：先生方の指導のおかげで、ありがたいことだと思います。 

他には何かありますか。よろしいでしょうか。 

 それではつくば市学校防災手帳の概要について、事務局から説明をお願いします。 
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事務局：資料４「つくば市学校防災手帳の概要について」を御覧ください。 

 お手元に吾妻学園の防災手帳をイメージとして御用意しましたが、学区の地図と

防災情報が記載されている冊子となっております。 

目的としましては、携帯できるサイズの防災手帳を児童生徒に提供して、日常生活

や授業に活用してもらうことで児童生徒及び保護者の自助共助の向上に資するとい

うことで作成しております。 

この手帳の特色としてはハザードマップ等の行政機関が発行している情報と、つく

ばスタイル科等で児童が学ぶ情報、まち探検の調べ学習など児童の学習成果を組み

合わせて、携帯できる防災手帳を作成するものです。 

つくばスタイル科の町たんけんでは、今までは児童の目線で見つけてきた危険箇所

の情報を模造紙に書いてグループで発表し、そこで終わりとなっていたものを行政

機関の情報と組み合わせて成果物として活用しようという取組になります。 

 こちらはお手元の資料のとおり、これまでも多くの学校で作成しておりまして、

今年度は小野川小学校、島名小学校、吉沼小学校で作成いたします。 

 また、次年度以降の予定についても、変更の可能性はありますが資料のとおりと

なっております。 

 作成に当たってはつくばスタイル科の授業と連関がありますので、学校の先生方

と連携を図りながら作成しておりますが、授業時間の活用や防災情報の収集等で御

協力をいただいております。 

 元々は吾妻学園で作成していたものを市全体の取組として展開しておりまして、

今回の会議に御出席いただいております国土交通省国土政策総合研究所の長屋氏に

御協力いただいております。 

掲載する情報につきましては、吾妻学園の防災手帳や、つくば市の総合防災ブック、

或いはハザードマップなどの情報を活用しております。 

その他載せている情報として 110 番の家や AED のデータなどがありますが、110 番の

家については各学校に照会をかけて各学校のデータを活用したり、AED については、
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茨城県の登録制度に登録してある施設をまとめております。 

学校防災手帳の作成の概要については以上となります。 

 

会長：長屋様御指導のもと作成した吾妻小が始まりとなっていて、この取組は茨城

県でも評価されているそうです。そのような取組が継続しているのは素晴らしいこ

とだと思います。尾見先生は関東校長会で発表されたと伺いましたが、その時のこ

とについて何かありましたらお願いしたいと思います。 

尾見委員：秀峰筑波義務教育学校の尾見裕史です。いわゆる地区中と言いまして、

関東甲信越の中学校の校長先生方が集まる会議で、発表者を決める際のくじ運がよ

く私が発表することとなりました。吾妻学園の防災教育の実践について、小学校と

中学校を併せて学園の取組として発表させていただきました。２月にプレ発表があ

り、その時には防災手帳の実物を持参しなかったので、本番では 80 部用意し、すべ

て参加者に持ち帰っていただきました。たくさんの方が冊子を広げて、内容につい

て感心しながら御覧になっておられました。学区の地図があることはもちろんです

が、普段から使うことができる、学習の中でも使えることが好評であったと、協議

会の話題になっていました。秀峰筑波義務教育学校でも学校防災手帳を作成しまし

たが、学区が広い範囲であるために危険個所がどこか分からないというのが問題に

なっております。また、先日引渡し訓練を実施しましたが、筑波地区は学校が避難

所になることはないという状況があり、ほとんどが在宅避難になるだろうという地

域です。このことを考慮すると、地域毎の避難の方法や、それに応じた防災学習な

ど、異なる視点でのプログラムを作らないといけないのかと、先日の引渡し訓練を

見て改めて感じました。 

会長：ありがとうございました。発表もお疲れさまでした。 

長屋氏、これまで防災手帳を作成してきて作成に当たり気を付けなければならない

こと、学校防災手帳の作成で感じたことなどがあれば何か頂戴できればと思います。 

長屋氏：防災手帳を作るプロセスなどへの評価を頂いていますが、作ってからの対
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応も大事だと思います。例えば吾妻の話になりますが、防災手帳を使った授業を１

年生を対象として行っています。この際、保護者にも認識していただく趣旨から授

業参観時に実施しています。また、この取組は、以前吾妻小学校の教頭先生であっ

た先生が沼崎小学校に赴任され、同様の取組を沼崎で展開していただいています。

このような作った後の展開として、防災手帳を使うというフェーズをきっちりやっ

ていくことが重要だと思います。これまでは作ることを子供たちの防災教育のモチ

ベーションにしてきたところもありますが、それに留まらず、作った後のことも今

後は考えていくべきだと思います。 

会長：ありがとうございます。いつも重要な御指摘だと思っているのですが、作る

ときは一生懸命作るので、その時に作成した人は防災手帳について良く分かってい

るけれども、新入生が入ってきたら分からないでは困るということですよね。 

 このあたりについて、事務局で課題として考えていたり、何か対策を検討してい

ることはありますか。 

事務局：長屋氏の御指摘については、私どもも一つの課題と捉えております。まず

は未作成の学校がありますので、全ての学校に行きわたればということを考えてお

りますが、全ての学校で作成が終わりましたら、実際にあるものをどのように活用

していくかの周知も含めて今後対応していかなければと考えております。 

また、作成が一巡したら既存の作成校の更新作業をしていくことになりますが、

例えば初年度の作成校は平成 30 年に作成しているため、その点も課題だと捉えてお

ります。 

 具体的な活用と更新については、今後長屋氏と相談しながら進めていきたいと考

えております。 

会長：一巡しなくても増刷などで、今在籍している児童の指導に活かすというのは

考えなくてはならないかなと思いました。例えば大曽根小学校などは、作成した時

の子供たちが誰ひとりいないという状況になっていますので、そのあたりも含めて

改訂と指導に活用するだけの冊数のところは大きな課題となっていますので、ぜひ
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考えていきましょう。その他御意見などありますか。森田 PTA 会長、今までの取組

を聞いて、保護者の目線から何か感じたこと、御意見などあればお願いいたします。 

森田委員：PTA 連絡協議会会長の森田と申します。今の部分が良く理解できなかった

ので教えていただきたいのですが、今後の手帳の活用の話がありましたが、活用は

ともかくとして配付はされているという認識でよろしいでしょうか。私は春日学園

ですが春日学園も作成から６年経っていて当時の人がほとんどいない状況です。新

しく入ってきた生徒さんには配付されているという認識でよろしいでしょうか。 

事務局：ありがとうございます。配付状況については、作成時の在校生と次の新入

生２年度分を紙媒体で配付し、さらにデータを学校にお渡ししています。必要であ

ればデータを活用して学習に活用してくださいというかたちで御用意しておりま

す。予算の関係上、先に申し上げたように作成時の在校生と次の新入生２年度分を

紙媒体で配付しておりますので、春日学園におかれては配布まで及んでいない学年

の方もおられる状況です。新入生の方に対するフォローというところも含めて、課

題として認識している現状です。 

森田委員：予算で片が付くならぜひ実施していただきたいなと思いました。ありが

とうございます。 

会長：根本校長先生、現在は特に配付はされていないんですよね。 

根本委員：平成 30 年に作られたことも知らなかったのですが、データもあるという

ことで、職員もほぼ入れ替わっているので、何らかの形でデータを再度頂けるとそ

れを活用していけるのではないかなと思います。もちろん予算がつけばそれが良い

のでしょうが、当時作られたマップもだいぶ変わっていて、既にないお店があった

りしますので、それを防災マップの授業に活用できるかなと思いました。 

会長：ありがとうございます。データがあればそれほどお金をかけずに作る方法も

あるのではないでしょうか。例えば厚紙に印刷することもできますよね。データは

PDF であるのでしょうか。 

事務局：PDF 以外に CD に入ったデータがあります。データ形式は不明です。 
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会長：データが編集、加工できるものであればできるものであれば活用できると思

いますので、方法を考えていきましょう。その他は何かございますか。なければ、

次に進みたいと思います。  

次は（4）危機管理課の情報提供です。前回の会議で、能登半島地震の話題から災害

時のトイレの話題など、様々な課題が出てきました。そのような課題に対して、ま

ずは共通理解を図り、実際に動けるようにしなくてはならないという意見が長屋氏

からありました。そのような声を踏まえまして、危機管理課から情報をいただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

危機管理課：皆さんこんにちは。危機管理課の鈴木と申します。本日の学校防災推

進委員会で３点ほどトピックを挙げさせていただいて、皆さんに周知させていただ

ければと思います。 

 まず 1 点目は「つくば市災害防災メールの登録」、２点目が「避難確保計画の作

成及び訓練の実施」、３点目は「携帯トイレについて」ということで進めていきた

いと思います。 

 まず１点目ですが、つくば市災害防災メールサービスというサービスをご存知で

しょうか。以前はつくば市災害通知メールという名称で運営していたものになりま

す。こちらはどのようなものかと言いますと、無料で登録できるものなんですが、

避難指示が出ている場合に、どのような地域に避難指示が出ているか、あとは避難

所の情報や火災情報、行方不明者の情報などが 24 時間 365 日、登録したメールアド

レスに届くというものになっております。学校の先生方は当然異動などがあるかと

思うので、新たに赴任された先生方や、ほかの先生方にもぜひ登録していただきた

いと思っております。本日の資料には登録のためのＱＲコードを掲載させていただ

きましたが、注意点がございまして、ちょうどシステムの入れ替え時期に重なって

しまい、７月 22 日から 24 日までシステムを入れ替える都合で、今はＱＲコードを

読み取っても接続できないと思います。ですので、25 日以降に改めて御確認いただ

ければと思います。注意点としましては、迷惑メールの設定をしているとメールが
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届かないということがあるので、登録してもメールが届かない場合は設定を御確認

いただければと思います。実際にはＱＲコードから入っていただくと登録画面にな

り、受け取りたい情報を選択していただいて、受け取りたいメールアドレスを入力

し送信していただくとメールが記載したメールアドレスに届くと。ただ、孫段階で

はまだ登録は終わっていませんので、仮登録になっています。必ず届いたメールの

本文を確認していただいて、そのＵＲＬから本登録をお願いします。仮登録で終わ

ってしまうとそこで繋がらなくなってしまうので、御注意いただければと思います。 

２点目ですが、「避難確保計画の作成、訓練の実施」ということでこちらは何かと

申しますと、土砂災害警戒区域ですとか洪水の浸水想定区域にある学校施設に関し

ては、避難確保計画の作成とその計画に基づく訓練の実施が義務となっています。 

これは努力義務ではなく義務です。いつからかと申しますと、平成 29 年に水防法と

土砂災害防止法それぞれの法改正がありまして定められているのですが、避難確保

計画とは何ぞや、というところを申しますと、学校施設などの要配慮者利用施設の

利用者に対して、災害時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な訓練その

他の施策に関する計画と法律では位置付けられております。国土交通省では要配慮

者利用施設における避難確保計画の作成及び活用の手引きというものをインターネ

ットで公表していますので、内容の詳細に関してはこちらを御覧いただきたいと思

います。注意点といたしましては、こちらの避難確保計画、ハザードの中にある学

校施設について計画を作成することが義務ということで、まず作成いただくという

ことが義務ということになります。あとは計画に変更があったときにもつくば市に

報告が必要になると。また、この計画に基づく訓練を行ったときにも報告が必要に

なります。学校ですとおそらく学び推進課が窓口になっていて、年度の初めに我々

から全庁的に計画の作成状況や訓練の実施状況を照会させていただいていますが、

学校からは学び推進課が窓口になっていますので、計画の作成や変更、訓練を実施

した際には学び推進課に報告をお願いしたいということで、改めて周知させていた

だければと思います。 
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 また、これはハザードに関する注意点ですが、令和６年の 4 月 30 日に新たに洪水

の浸水想定区域が追加になっております。大川、観音川、谷田川の周辺ということ

で、今までのハザードに加えて新たに洪水の浸水想定区域が県によって発表されて

おります。何を申し上げたいのかと言いますと、ハザードというものは常に一定で

はないということで、追加されることもありますので、ハザードに関しては定期的

に御確認いただくようお願いしたいと思います。 

３点目のトピックですが、トイレのお話ですね。能登半島地震ですと、断水が長期

化いたしまして、トイレの課題が深刻化したと言われております。まず便器に汚物

が溜まって溢れてしまう。そのような状況では、被災者はトイレに行きたくないの

で水分や食事を摂らなくなる。そうすると身体に異常が発生してエコノミークラス

症候群や脱水症状、場合によっては震災関連死につながるという問題があって、何

らかの対策をしなければなりません。そのようなこともあって、危機管理課として

啓発に力を入れている部分ですが、我々がＰＲしたいものが携帯トイレですね。こ

ちらにも携帯トイレを置かせていただきましたが、まず携帯トイレを使ったことが

あるという方はいますか。ありがとうございます。なかなか使う機会がないと思い

ますので今日はぜひ近くで実際に使うところを御覧いただこうと思いまして、デモ

を行いたいと思います。後ろの席の方が見えないと申し訳ないので、良ければ皆さ

ん前のほうにお集まりください。（参加者が前に集まる。）こちらは皆さんの御家

庭、学校のトイレだと思ってください。こちらは携帯トイレですが、開けるとビニ

ール袋と、消臭と固める作用のある凝固剤が入っています。普通の便器にこの袋を

入れるとぐちゃぐちゃになってしまうので、大きな袋をプラスで重ねると次に処理

するときに楽になります。 

黒い袋だと見えなくなってしまうので透明な袋で代用します。黒い袋を使っている

と思ってください。まず袋を被せます。そして水を入れます。当然このままでは水

のままですが、ここに先ほどの凝固剤を入れます。そうするとどうなるかというと、

最初は水ですがだんだんと固まってくるんですね。既にゼリー状になってきている
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のが見えると思います。残りの粉も入れますが、固まりましたね。このように水が

なくとも固まります。この後はどうするかというと、密閉するかたちで袋を縛って、

燃えるごみとして処理することになります。携帯トイレを選ぶ際には、固まる作用

はもちろんですが、消臭に力を入れているものを選ぶといいですね。実際に固まっ

たものも触っていただければ。携帯トイレの商品はいろいろありますが、家族の人

数や一日 1 人当たり５回トイレに行くと仮定して、必要な分を普段から備えていた

だけると良いのかと思います。デモに関しては以上になります。御協力ありがとう

ございました。 

 携帯トイレですが、出前講座や住民の方々にもおすすめしています。備蓄のグッ

ズになるので、ぜひまだ備えていないという方は御検討いただければと思います。 

 災害の時には食事は我慢できますが、トイレは我慢できません。そのために、災

害が起こるたびに深刻な問題になってきました。深刻な問題なので、ぜひ準備して

いただきたいと思います。 

危機管理課からは以上です。御清聴ありがとうございました。 

会長：具体的にありがとうございました。危機管理課に何か質問はありますか。私

からひとつよろしいですか。災害防災メールで消防の出動情報というのがあります

が、近所の地域で火事との通知が来たんですね。家に電話をして近所で火事が起き

たのか聞くと、いいえとのことで。後で調べたら遠い地域で火事が起こっていたと

いうことがありましたが、登録していると必ずその地名が出てしまうのでしょうか。 

危機管理課：消防が出動する際に、目標になる地域に対してメールが送られるので

必ずしもその場所で火災が発生しているわけではありません。実際には火事ではな

い事例もあるので、ピンポイントでその場所、その住所で火災が発生しているとい

うお知らせが来るとは限らない状況です。 

会長：あくまで目標ということですね。ありがとうございます。他にはありますで

しょうか。ハザードのエリアや避難確保計画について、学び推進課が窓口となって

いるとのことですが、実際の状況については学び推進課としてどのように捉えてい
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るのでしょうか。 

岡野委員：学び推進課です。対象校には避難訓練の実施状況について、毎年確認を

しております。実施計画の変更についてはそれほど多くないと伺っております。避

難訓練を確実に実施していることを把握しております。 

会長：エリア内の学校については把握しているということですね。安心しました。 

他には何かありますでしょうか。 

長屋氏：今の件について少し教えてください。ハザードエリア内の具体的な学校名

を把握していると思いますが、どちらの学校が対象になりますか。すぐに思いつく

のは秀峰、茎崎、栗原などですが。 

岡野委員：全ての学校ではありませんが、茎崎第三小学校、栄小学校なども対象に

入っています。水害や土砂災害など、特定の災害に対して対象になっています。 

会長：秀峰筑波義務教育学校、栗原小学校、栄小学校が水害で、茎崎第三小学校が

土砂災害で対象になっていますね。間違いないでしょうか。こうした計画が作られ

ているということです。 

 続いてトイレの話題ですが、前回の会議のときに、皆の準備が整ってトイレを使

っていける状況にしていかなければ、ここでいくら話をしていても仕方がないとい

うお話があったんですけれども、学校ではつくばスタイル科で災害への準備につい

て別途資料となっているということでしたが、実際にどのように示されているのか

学び推進課岡野課長、よろしいでしょうか。 

岡野委員：学び推進課です。こちらに手持ちの資料として「つくばスタイル科 単

元プラン集」というものがございまして、毎年改訂して全校に配布しています。 

この中に先ほど危機管理課さんからございました出前講座のページを新たに追加し

ました。携帯トイレについては、私も先ほど初めて実演を拝見してとても分かりや

すいと思いまして、出前講座としてまずは先生方がこのことを知って、それから子

どもたちや保護者、地域の方々に広がっていければいいと感じました。 

 まずはこのページが追加されたことをいま一度分かりやすく学校に周知し、確認
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することが大事だと改めて感じた次第です。 

会長：ありがとうございます。そのことについて、新たにページを作って差し込ん

だわけですね。そのことが学校にきちんと伝わっているかということがカギになる

かと思いますが、学校への周知はまだまだ充分ではないと思いますので、しっかり

と取り組んでいければと思います。学校から要望があればすぐ行けるという状況で

しょうか。 

岸田委員：日程調整を経てということになりますが、今年度もみどりの学園さんで

実施させていただきました。 

岡野委員：担当から確認がありまして、つくばスタイル科の先生を集めた研修会で

は、この改訂の周知をさせていただいております。ただそれだけでは不足している

こともありますので、改めてきちんと伝わるように考えていきたいと思います。 

会長：そこが大事でやはり担当だけがわかっていたというだけでは抜けてしまう可

能性があるので、全先生がちゃんとわかっているというような周知の仕方をしなけ

ればいけないのかなと今すごく感じています。ぜひそこをやっていきましょう。 

長屋氏：先ほど申し上げたつくばスタイル科の「避難所で私たちにできることは」

の単元で僕がお手伝いする時はこれを必ず僕はやっています。ワークショップのグ

ループ単位で体験していただいていますので、吾妻の生徒などは知っているはずで

す。学校防災教育の観点の文脈でご説明いただきその議論がされていると思われま

すが、学校防災以外の観点でお話しします。能登半島地震の被災地に行った歳、学

校施設は見ていませんが、道の駅や公園などのトイレは悲惨な状況になっています。

そのため、おそらく学校も悲惨な状況になっていたのではないかと推察します。学

校としてもトイレの備えも重要であり、使い方の周知や運用の管理等の議論をしな

ければならないと思います。また、トイレットペーパーも重要で、どれくらい使う

か等の議論をし、マニュアルのようなものを考える必要があると思われます。 

根本校長先生、今のお話から何かございますか。 

根本委員：全体のカリキュラムを進めるのは可能ですが、細部で必要なことが盛り
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込まれているので、そういった意味でも繰り返すことは大切だと思いました。先生

方は毎年繰り返し教えていることなので、防災マップや防災バックは「やった感」

がありますが、子供たちは初めてで自分自身が取り組んで得るものも多いので、あ

る一定の学年では毎年実施していく必要があります。こういったお話も取り上げて

もらえるとありがたいなと思いました。 

会長：ありがとうございます。マイ防災バッグを作ろうという単元があっても、使

わなければ意味がないわけですので、指導の大事な部分に抜けが生じないようにし

たいということを感じました。そういったところを学び推進課などと連携して実施

していければと思いました。危機管理課では学校以外の地域の方々に向けて取り組

んでいることはありますか。 

岸田委員：先ほど御案内差し上げた出前講座ですね、こちらは学校に限らず幅広い

市民の方に対して実施しておりまして、例えば区会であったり自主防災組織であっ

たり非常に様々な団体の方からお申し込みいただいております。対象の方の属性に

応じてアレンジさせていただきながら実施しておりますし、大きなイベントでも例

えば家族連れであったり、そのような方々向けにいろいろな講座を実施しておりま

す。 

会長：ありがとうございます。イベントの時に防災の取組をするのもいいですね。 

PTA のイベントなどで保護者の方と一緒に実施するのも手かなと思いました。 

森田委員：PTA 連絡協議会の森田です。お話を聞いていて疑問に思ったのですが、学

校そのものが避難所になることがあると思うのですが、そのような時は先生がどの

ような備蓄があるか、どのようなことをしたらいいのかある程度理解してくださっ

ていると思います。しかし、先生も家庭があったりお住まいの地域のこともあった

りして、学校にずっといるということにはいかないと思うので、地域の保護者であ

ったり地域住民が何とかしなければならないのかなと。 

そのような時に、保護者であり地域住民である私が知らないのはなんですが、どう

すればいいだろうかと。学校と連携して学んでいったり、そのようなことが必要だ
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と思いましたが、どうすればいいですか。 

会長：長屋氏、よろしいでしょうか。 

長屋氏：一般論で申し上げますと、学校防災連絡会議という取組があり、各学校で

実施しているはずなので、その場で意見交換などして、それぞれの地区の特性や事

情も踏まえてもしもの時に備えてくださいということになります。一方、地域の方

と学校とでもしもの時を考えてそれぞれの分担を検討していくというのが大事にな

ると考えます。特につくば駅や、研究学園駅の周辺地区のように、区会が強くなく

消防団もないような地区では学校のコミュニティのなかで地域の組織を形成せざる

を得なくなります。そのような意味でも、学校防災連絡会議の位置づけは重要だと

思います。 

森田委員：学校防災連絡会議の役割については理解できたのですが、吾妻学園で実

施している防災キャンプというのは防災について地域の方々や保護者が学ぶ場にな

っているという認識でよろしいでしょうか。 

長屋氏：はいかいいえで答えるとはいそうですとなります。先ほどの学校が核とな

って地域の防災を考える文脈の延長線上にあるものとご理解いただければと思いま

す。 

森田委員：ありがとうございます。 

会長：よろしいでしょうか。ありがとうございます。みんなで支えないとなかなか

進まないということで、日頃の話し合いがとても大事になってくると思います。 

そういう意味ではコミュニティ・スクールで防災について一つの議題になっている

というのが実情としてあるのかなと感じますので、ぜひコミュニティ・スクールの

場を活かしてもらえればと思っているところです。 

時間がなくなってきましたが、まだお話を伺えていない方のなかで何か感じたこと

や、私たちの課ではこんなことができるという御意見はありましたらお願いいたし

ます。コミュニティ・スクールのお話があったので、生涯学習推進課澤頭課長、例

えばこのような事例がある、このような動きがあるなど、何かありましたら。 
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澤頭委員：コミュニティ・スクールで各学園さんに訪問させていただいていて、防

災に係ることをテーマとして取り上げている学園があります。先ほどのお話にもあ

ったように、地区に合わせた観点から論ぜられているところがありまして、その部

分を突き詰めていくと地区のことが分かったり新しい観点から地区を見直すきっか

けとなったりということがあるのでとてもいい取組だと思っていますし、防災のテ

ーマがその切り口になっていることを感じます。 

長屋氏のお話にもありましたが、防災の出前講座がとても好評です。生涯学習推進

課は出前講座の取りまとめを担当していて、50 ほどの講座がありますが、危機管理

課と文化財課の講座は回数が多く、土日も対応していただいています。アンケート

の御意見も区会マンションの住民など皆の理解につながって良かったとの意見が多

いです。機会があれば折に触れて紹介していきたいと思います。 

会長：ありがとうございます。内容が良かったということが広まっていくこと、情

報発信が大事かなと非常に思いますし、そこが課題かなとも思います。これから工

夫していければいいと思います。 

事務局：今回いただいた御意見等は防災の取組を進めていくうえで参考にさせてい

ただきます。年度末の第２回の会で報告いたします。今後も防災手帳や各校の避難

訓練等を実施し、防災力の向上に努めたいと思います。 

事務局：それでは以上で令和６年度（2024 年度）第 1 回つくば市学校防災推進委員

会を終了いたします。ありがとうございました。 

 

                            以上 

 

 



令和６年度（2024年度） 

第１回つくば市学校防災推進委員会 次第 

 

 

                                      日 時 ： 令和６年（2024年）７月 22日（月） 

                                                午後３時 30分～ 

                                      場 所 ： 庁舎２階 201会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

 (1) つくば市学校防災推進委員会の概要について【資料１・２】 

 (2) 令和６年度（2024 年度）学校防災事業計画について【資料３】 

 (3) つくば市学校防災手帳の概要について【資料４】 

 (4) 危機管理課からの情報提供について 

  ア つくば市災害・防災メールの登録 

  イ 避難確保計画の作成及び実施 

  ウ 携帯トイレについて 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 



役　職 所属等 氏　名

1 会長 つくば市教育長 森田　充

2 副会長 つくば市教育局長 吉沼　正美

3 副会長 つくば市学校長会長 根本　智

4 委　員 つくば市教育局次長 久保田　靖彦

5 委　員 つくば市学校長会 小学校部会長 園田　浩美

6 委　員 つくば市学校長会 中学校部会長 尾見　裕史

7 委　員 つくば市幼稚園長会長 松本　亜希子 

8 委　員 つくば市ＰＴＡ連絡協議会長 森田　修司

9 委　員 つくば市市長公室 危機管理課長 岸田　和克子

10 委　員 つくば市市民部 市民協働課長 美野本　玲子

11 委　員 つくば市こども部 こども育成課長 桐生　修

12 委　員 つくば市消防本部 地域消防課長 小川　英男 

13 委　員 つくば市教育局 教育総務課長 山岡　めぐみ

14 委　員 つくば市教育局 学務課長 笹本　昌伸 

15 委　員 つくば市教育局 教育施設課長 大口　勝也

16 委　員 つくば市教育局 健康教育課長 柳町　優子

17 委　員 つくば市教育局 学び推進課長 岡野　知樹

18 委　員 つくば市教育局 特別支援教育推進室長 中島　澄枝

19 委　員 つくば市教育局 生涯学習推進課長 澤頭　由紀子

20 委　員 つくば市教育局 文化財課長 石橋　充

21 有識者 国土技術政策総合研究所 主任研究官 長屋　和宏

令和６年度（2024年度）つくば市学校防災推進委員会　名簿
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つくば市学校防災推進委員会設置要項 

 

（設置）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

第１条 大規模地震等の災害に対する児童等の防災対応能力の向上及び学校の防災

体制の充実を適切かつ効果的に推進するため「つくば市学校防災推進委員会」（以

下「推進委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進委員会は、次の各号に掲げる事項を協議する。 

(1) 学校防災推進のために必要な次に掲げる施策等の連絡・調整に関すること。 

ア 学校の防災教育の充実 

イ 地域と連携した防災教育の展開 

ウ 学校の防災体制の整備・充実 

エ 避難所運営等に係る学校、地域と防災担当部局との連携強化 

(2) その他会長が必要と認める事項に関すること。 

（組織及び運営） 

第３条 推進委員会は、教育長を会長、教育局長及びつくば市学校長会長を副会長

とし、別表１に掲げる職にある者を委員として構成する。 

２ 会長は、必要に応じ推進委員会を招集し、会議の議長となる。 

３ 会長に事故あるとき又は欠けたときは、副会長がその職務を代理する。 

４ 会長は、必要があると認めたときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴く

ことができる。 

（ワーキングチーム） 

第４条 推進委員会の所掌事項に関する事項について調査検討をさせるため、推進

委員会のもとに「つくば市学校防災ワーキングチーム」（以下「ワーキングチーム」

という。）を置くことができる。 

２ ワーキングチームは、次長（教育総務課、学び推進課担当）をリーダー、教育
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総務課長及び学び推進課長をサブリーダーとし、別表２に掲げる職にある者をメ

ンバーとして構成する。 

３ リーダーは、必要に応じワーキングチームを招集し、会議の議長となる。 

４ リーダーに事故あるとき又は欠けたときは、サブリーダーがその職務を代理す

る。 

５ リーダーは、必要があると認めたときは、メンバー以外の者の出席を求め、意

見を聴くことができる。 

６ リーダーは、ワーキングチームにおける調査検討が終了したとき又は会長から

求められたときは、調査検討の結果又は必要な事項を会長に報告しなければなら

ない。 

（庶務） 

第５条 推進委員会及びワーキングチームの庶務は、教育総務課及び学び推進課 

において処理する。 

（委任） 

第６条 この要項に定めるもののほか、推進委員会の運営に関して必要な事項は、

会長が定める。 

 

附 則 

この要項は、平成 24年 7月 17日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成 27年５月 12日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成 28年６月 13日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成 29年５月 22日から施行する。 

附 則 
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この要項は、平成 30年５月 14日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和元年６月６日から施行する。 

 

附 則 

この要項は、令和４年６月３日から施行する。 

 

（別表１） 

つくば市学校防災推進委員会 

会長 教育長 

副会長 教育局長、つくば市学校長会長 

委員 ・教育局 

 教育総務課担当次長、教育総務課長、学び推進課長、学務課長、教育

施設課長、健康教育課長、特別支援教育推進室長、 

生涯学習推進課長、文化財課長 

・つくば市学校長会小学校部会長、中学校部会長 

・つくば市幼稚園長会長 

・つくば市ＰＴＡ連絡協議会代表者 

・市長公室危機管理課長 

・市民部市民活動課長 

・消防本部地域消防課長 

・こども部こども育成課長 
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（別表２） 

つくば市学校防災ワーキングチーム 

リーダー 教育局次長（教育総務課、学び推進課担当） 

サブ 

リーダー 

教育総務課長、学び推進課長 

メンバー ・教育局 

 企画監、教育総務課担当、学び推進課担当、総合教育研究所長、学

務課担当、教育施設課担当、健康教育課担当、 

特別支援教育推進室担当、生涯学習推進課担当、文化財課担当 

・つくば市立小学校教頭、中学校教頭 

・市長公室危機管理課担当 

・つくば市社会福祉協議会事務局担当 

 



資料２ 

つくば市学校防災推進委員会の概要について 

 

１ 目的 

  大規模地震等の災害に対する児童等の防災対応能力の向上及び学校の防災体制

の充実を適切かつ効果的に推進する。 

 

２ 令和６年度事業計画 

 (1) 第１回学校防災推進委員会（７月22日） 

  内容：令和６年度（2024年度）学校防災事業計画について 他 

 (2) 学校防災手帳作成（８月～令和７年３月頃） 

   内容：令和６年度(2024年度)は、小野川小学校、島名小学校及び吉沼小学校

      で作成予定 

(3) 学校防災研修会（開催日未定） 

   内容：教職員及び地域の方々を対象とした研修会を予定 

 (4) 第２回学校防災推進委員会（令和７年２月開催予定） 

   内容：令和６年度(2024年度)学校防災事業報告について 他 

 

（備考）学校防災連絡会議について 

各学園又は学校において、児童生徒や地域住民の防災力向上と実践的な態度の育

成を図ることを目的として、地域と連携した避難訓練や外部講師を活用した防災教

室等を実施している。 

 



令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月15日 学園合同引渡し訓練
保護者、児童生徒園児（約1400名）、教職員、各校防災
連絡会委員、PTA役員

なし

令和6年5月15日
学校防災連絡会議（各小学校で実施）

各校防災連絡会委員、区長・自治会長、消防団長、コ
ミュニティスクール推進委員、警察官（駐在所）、PTA役
員

なし

令和6年8月 学園防災連絡会議
くすのき会役員、教職員、各校防災連絡会委員、区長・
自治会長、消防団長、学校評議員、警察官（駐在所）、
PTA役員

防災士
市危機管理課長

令和6年4月4日 教職員研修 教職員 アレルギー教職員研修

令和6年4月10日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 避難訓練（大地震発生想定）

令和6年9月1日 授業・訓練時以外での防災に係る取組 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年10月17日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 避難訓練（大地震から火災発生）

令和7年1月15日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 避難訓練

令和6年度（2024年度）の事業計画（各学園・学校の取組）

大穂中学校

大穂学園

①大穂学園

1



令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月 避難訓練 教職員・全校生徒

令和6年5月15日 引渡し訓練 教職員・全校生徒・地域の方々

令和6年5月15日 学校防災会議 教職員・地域の方々

令和6年8月 学区防災会議 教職員・地域の方々

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒

令和7年1月 つくばスタイル科以外での防災に係る授業 3年生

令和7年2月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

大曽根小学校①大穂学園

2



令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月16日 避難訓練 教職員・全校生徒
第１回避難訓練（火災・地震想定。避難経路
の確認）

令和6年5月15日

：学校防災連絡会議（各小学校で実施）
：学園合同引渡し訓練の様子の参観、防災倉庫や避難
場所の確認をもとに災害時の避難所設営に関する課題
を情報交換する。

各校防災連絡会委員、区長・自治会長、消防団長、コ
ミュニティスクール推進委員、警察官（駐在所）、PTA役
員

令和6年6月17日 教職員研修 教職員 シミュレーション研修

令和6年8月3日
学園防災連絡会議 教職員、各校防災連絡会委員、区長、消防団長、CS地

域学校協働活動推進員、CS協議会委員、PTA役員
防災士
市危機管理課から２名

令和6年8月5日 教職員研修 教職員 AED研修

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回避難訓練（シェイクアウト訓練）

令和6年10月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年11月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和7年1月20日 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回避難訓練（不審者対応訓練）

前野小学校①大穂学園

3



令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月12日 避難訓練 教職員・全校生徒
第１回避難訓練（火災・地震想定。避難経路
の確認）

令和6年5月15日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々
引渡し訓練（地震想定・地域防災連携防災連
絡会）

令和6年6月3日 教職員研修 教職員 AED研修

令和6年7月9日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回避難訓練（竜巻）

令和6年7月4日 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生 防災バッグの作成　防災倉庫の確認

令和6年8月 教職員研修 教職員
消防署より講師を招聘し、心肺蘇生法につい
ての研修

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回避難訓練（シェイクアウト訓練）

令和6年12月 避難訓練 教職員・全校生徒 第４回避難訓練（不審者対応訓練）

令和7年1月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生 防災マップの作成

①大穂学園 要小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月12日 避難訓練 全校生徒 第１回避難訓練（避難経路確認）

令和6年5月15日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 学園合同引渡し訓練

令和6年5月15日 PTA・学校サポーター組織の学校防災に係る取組 地域の方々 第１回地域連携防災連絡会

令和6年7月18日 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回避難訓練（地震）

令和6年11月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年12月10日 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 3年生 消防署・警察署見学

令和6年12月 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 4年生 防災倉庫見学

吉沼小学校①大穂学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月2日
学園合同引渡し訓練
同日に大地震が起こったという想定で引渡し訓練を実
施し、学園の防災意識を高める。

保護者
教職員

なし

令和7年1月
豊里学園防災連絡会議
地域防災について情報交換を行い、共通理解したり、
課題について話し合ったりする。

CS協議会委員
教職員

未定

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回（火災対応）

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回（不審者対応）

令和6年4月15日 避難訓練 教職員・全校生徒 避難経路の確認

令和6年5月2日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒・地域の方々 大地震想定の避難訓練及び引渡し訓練

令和6年9月21日 PTA・学校サポーター組織の学校防災に係る取組 6年生 災害時の食料確保等の内容を扱うキャンプ

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年11月27日 つくばスタイル科　防災バッグ作成 4年生 他校の児童との意見交換

令和6年11月12日 つくばスタイル科　講話等の聴講 6年生 水害想定の講話

令和7年1月24日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者想定

令和6年4月23日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 竜巻・Jアラート対応避難訓練

令和6年5月2日
学園合同引渡し訓練
PTA・学校サポーター組織の学校防災に係る取組

保護者・児童・教職員
PTA役員

地震対応避難訓練+引渡し訓練
通学路安全点検

令和6年8月22日 教職員研修 教職員 AED、窒息対応教職員研修

今鹿島小学校

上郷小学校

豊里学園

豊里中学校

②豊里学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年9月2日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 地震対応シェイクアウト訓練

令和6年10月 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 不審者対応訓練

令和6年12月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 4年生 防災設備・防災倉庫見学　学園内交流

令和7年1月 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒
火災対応避難訓練・通報訓練・消火訓練・講
話（市中央消防署豊里分署）

令和6年4月15日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回

令和6年5月2日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 第２回

令和6年7月4日 学校防災手帳活用 1年生
国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和6年9月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 4年生
国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和6年9月 つくばスタイル科　防災マップ作成 6年生
国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和6年12月 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 第３回

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第４回

今鹿島小学校

沼崎小学校②豊里学園

②豊里学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

輝翔学園 令和6年11月 地域防災連絡会議
教職員代表者
学園内の区長
PTA関係者

つくば市危機管理課職員

令和6年5月10日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回　7年生対象引渡し訓練

令和6年9月5日 避難訓練 教職員・全校生徒 第2回

令和7年3月17日 避難訓練 教職員・全校生徒 第3回

令和6年4月5日 教職員研修 教職員 避難場所と避難経路の確認

令和6年5月10日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 地震対応と引渡し

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年11月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年11月 避難訓練 教職員・全校生徒 火災対応

令和7年2月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和7年2月 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者対応

③輝翔学園

谷田部中学校

谷田部小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月22日 避難訓練 教職員・全校児童 避難場所、避難経路の確認

令和6年5月2日 避難訓練 教職員・全校児童・保護者 非常時の引渡し訓練

令和6年6月6日 教職員研修 教職員 心肺蘇生、ＡＥＤの活用

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校児童 シェイクアウト訓練・地震対応

令和6年9月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生 防災バックの作成

令和6年10月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生 防災マップの作成

令和6年11月4日 避難訓練 小・幼教職員・全児童・園児 竜巻・火災対応（南消防署との連携）

令和7年1月24日 避難訓練 小・幼教職員・全児童・園児 不審者対応（つくば中央警察署との連携）

令和6年5月10日 避難訓練 教職員・全校生徒 地震に対する避難訓練

令和6年10月4日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者に対する避難訓練

令和6年11月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和7年1月10日 避難訓練 教職員・全校生徒 火災に対する避難訓練

令和7年2月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

③輝翔学園

柳橋小学校

谷田部南小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年6月7日
学園引渡し訓練

学園内の小中学校で連携して、非常災害時の引渡し訓
練を行う。

高山中学校
７年生生徒・保護者
学園内小学校

なし

令和6年6月
避難訓練

竜巻を想定した避難訓練の実施

真瀬小学校
全校児童及び全教職員

なし

令和6年9月
避難訓練

地震を想定した避難訓練の実施

島名小学校
全校児童及び全教職員

なし

令和6年12月
避難訓練

地震・火災等を想定した避難訓練の実施

高山中学校
全校生徒及び全教職員

なし

令和7年2月
避難訓練

不審者の侵入を想定した避難訓練の実施

香取台小学校
全校児童及び全教職員

なし

令和6年4月19日 避難訓練 全校生徒 避難経路の確認、避難場所の確認

令和6年5月20日 教職員研修 教職員 緊急時の対応研修

令和6年12月 避難訓練 教職員・全校生徒

令和6年4月12日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回（火災）

令和6年7月17日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回（竜巻）

令和6年6月7日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 高山学園合同引渡し訓練

真瀬小学校

高山中学校

高山学園

④高山学園

10



令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年7月3日 つくばスタイル科　防災バッグ作成 4年生

令和6年7月3日 つくばスタイル科　防災マップ作成 6年生

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回（シェイクアウト訓練）

令和7年1月31日 避難訓練 教職員・全校生徒 第４回（不審者）

令和7年3月5日 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

真瀬小学校④高山学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月14日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回（火災）

令和6年6月7日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 高山学園合同引渡し訓練

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回（地震）

令和6年11月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年12月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年12月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回（竜巻）

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第４回（不審者）

令和6年4月18日 避難訓練 教職員・全校生徒 地震を想定した避難訓練

令和6年6月7日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 高山学園合同引渡し訓練

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年10月予定 その他の研修、講話等 教職員・全校生徒・地域の方々
PTA防災プロジェクトによる地域防災に関する
取組（詳細未定）

令和6年10月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年11月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年12月10日 避難訓練 教職員・全校生徒 竜巻を想定した避難訓練

④高山学園

香取台小学校

島名小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

④高山学園 香取台小学校 令和7年2月7日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者を想定した避難訓練

令和6年5月24日 学園合同引渡し訓練
手代木中学校、葛城小学校、手代木南小学校、松代小
学校

令和6年11月 学校防災連絡会議 光輝学園学校関係者、地域関係者、消防団等 防災士会

令和6年4月15日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回　地震による避難訓練

令和6年10月7日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回　火災による避難訓練

令和6年11月22日 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回　不審者対応のための避難訓練

令和6年4月15日 避難訓練 教職員・全校生徒 第1回  避難経路の確認

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 第2回

令和6年11月 教職員研修 教職員 内容検討中

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第3回

令和7年1月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和7年2月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

⑤光輝学園

手代木中学校

手代木南小学校

光輝学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月10日～16日 避難訓練 教職員・全校生徒 避難経路確認（引渡し訓練は含まない）

令和6年5月24日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 光輝学園合同防災訓練（引渡し訓練）

令和6年7月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生 社会科との横断的学習　　（7月～9月を予定）

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練（無告知）

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者侵入

令和7年2月 避難訓練 教職員・全校生徒 竜巻

令和7年2月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生 社会科との横断的学習

令和6年4月22日 避難訓練 教職員・全校生徒
第1回避難訓練（地震；各学年経路確認を
含む）

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年10月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 ３年生

令和6年11月 つくばスタイル科　防災マップ作成 ５年生

令和6年11月 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回避難訓練（竜巻）

令和6年11月 授業・訓練時以外での防災に係る取組 教職員・全校生徒・地域の方々 光輝学園学校防災連絡会議

令和6年12月 防災教室 地域の方々・４年生児童
葛城版コミュニティ・スクール主催
保護者、区長、民生委員、主任児童委員
も参加予定

松代小学校

⑤光輝学園

葛城小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

⑤光輝学園 葛城小学校 令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回避難訓練（不審者）

洞峰学園 令和6年5月1日
洞峰学園合同引渡し訓練
洞峰学年小中学校、幼稚園が合同で引渡しを行う。

約3500名 なし

令和6年4月11日 避難訓練 教職員・全校生徒 地震対応

令和6年5月1日 避難訓練 教職員・全校生徒 洞峰学園合同引渡し訓練

令和6年6月27日 避難訓練 教職員・全校生徒
不審者対応　講師：つくば警察署生活安全課
スクールサポーター

令和6年9月12日 避難訓練 教職員・全校生徒 竜巻対応

令和6年10月24日 避難訓練 教職員・全校生徒 火災対応　講師：つくば消防署並木分署員

令和6年4月11日～15日 避難訓練 教職員・全校生徒 避難経路確認

令和6年5月1日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 地震

令和6年7月9日、7月11日 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年9月18日 防災教室 4年生 原子力災害に係る研修

令和6年9月中旬～10月中旬 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年9月20日 防災教室 異学年交流

谷田部東中学校

⑥洞峰学園

小野川小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト

令和7年1月24日 避難訓練 教職員・全校生徒 火災

令和6年4月22日 避難訓練 全校生徒 火災を想定

令和6年5月1日 避難訓練 教職員・地域の方々
学園合同引渡し訓練
地震を想定

令和6年7月9日 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生
国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和6年7月11日 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生
国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和7年1月20日（予定） 避難訓練 教職員・全校生徒
つくば市消防署生活安全課の方を招聘し、不
審者対応の避難訓練を実施予定

令和6年5月1日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回　地震

令和6年5月1日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 洞峰学園引渡し訓練

令和6年6月28日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回　不審者

令和6年7月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年7月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回　火災

令和6年11月 授業・訓練時以外での防災に係る取組 教職員・地域の方々 地域との連携による東小学区防災会議

⑥洞峰学園

二の宮小学校

東小学校

小野川小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月7日
避難訓練（保護者引渡し）

児童・保護者

令和6年5月7日 学園防災連絡会議 教職員・PTA会長

令和6年7月
防災連絡会議

・各学校ＰＴＡ会長
・各学校教職員
・地域防災関係者
・つくば特別支援学校職員

立教大学教授
　長坂　俊成　様

令和6年5月7日
火災避難訓練

火災を想定した避難訓練

全校生徒 消防署

令和7年1月
不審者避難訓練

不審者侵入を想定した避難訓練

全校生徒 警察署

令和6年4月4日 教職員研修 教職員 防災計画・対応マニュアルの確認

令和6年5月7日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒・地域の方々 学園引渡し訓練

令和6年6月7日 その他の学校防災に係る取組 教職員 AED活用研修

令和6年6月28日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者対応避難訓練

令和6年11月 防災教室 5年生 つくばスタイル科

栗原小学校

⑦桜学園

桜学園

桜中学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月7日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒・地域の方々 学園引渡し訓練

令和6年6月28日 避難訓練 教職員・全校生徒 竜巻対応訓練

令和6年9月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 異学年交流

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 火災対応訓練

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年10月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者対応訓練

令和6年5月7日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 桜学園引渡し訓練

令和6年7月29日 教職員研修 教職員
桜学園防災会議　立教大学教授　　長坂俊成
先生の講演を聴講

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年9月27日 つくばスタイル科以外での防災に係る授業 5年生 防災授業（マイタイムライン作成）

令和6年10月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年11月29日 避難訓練 教職員・全校生徒 竜巻を想定した訓練

令和7年1月31日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者を想定した訓練

⑦桜学園

栄小学校

九重小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月31日 竹園学園防災訓練（引渡し訓練）

学園児童生徒
教職員
保護者

合計　約4,000名

学区内の竹園東幼稚園、竹園西幼稚園も合
同実施予定

令和6年8月
竹園学園学校防災連絡会議

教職員
PTA本部役員
防災士
主任児童委員
区長
危機管理課
合計　約30名

防災士
今井　健之氏

令和6年9月3日 避難訓練 教職員・全校生徒
避難訓練（地震を想定したシェイクアウト訓
練）

令和6年10月30日 避難訓練 教職員・全校生徒 避難訓練（竜巻を想定した訓練）

令和7年2月14日 避難訓練 教職員・全校生徒 避難訓練（不審者侵入を想定した訓練）

令和6年4月22日 避難訓練 教職員・全校生徒 ①不審者ミニ避難訓練　②地震

令和6年10月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生 防災士の講話及び防災バックづくり

令和6年11月 避難訓練 教職員・全校生徒 火災

⑧竹園学園

竹園学園

竹園西小学校

竹園東中学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月22日 避難訓練 教職員・全校生徒

令和6年5月31日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒 竹園学園引渡し訓練

令和6年7月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒

令和6年9月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒

竹園東小学校⑧竹園学園

20



令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月13日 学園合同引渡し訓練
桜南小
並木小
並木中　児童生徒及び保護者

なし

令和6年8月 地域防災訓練計画
CS推進会議にて計画

CS推進委員 なし

日程調整中 学園防災連絡会議
学園防災連絡会議メンバー
教職員、PTA、区長等

令和6年4月12日 避難訓練 教職員・全校生徒

令和6年5月13日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 学園合同引渡し訓練

令和7年2月 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 7年生

令和7年2月 避難訓練 教職員・全校生徒

⑨桜並木学園

桜並木学園

並木中学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月12日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒 避難経路の確認

令和6年5月13日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒・地域の方々 引渡し避難訓練

令和6年10月25日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回目

令和6年11月29日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回目

令和6年11月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 4年生

令和6年12月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回

令和6年5月13日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々

令和6年8月 教職員研修 教職員

令和6年9月 つくばスタイル科　防災マップ作成 6年生

令和6年12月 避難訓練 教職員・全校生徒

令和7年2月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 4年生

⑨桜並木学園 並木小学校

桜南小学校⑨桜並木学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年5月23日 ：小中学校避難訓練，学園引渡訓練
：地震・火災を想定した避難訓練を実施。その後，
保護者への引渡訓練を小中合同で実施。

児童，生徒，教職員，保護者
合計1,500名

令和6年9月 ：防災キャンプ
：学校を避難所と想定してキャンプを行い，避難所
生活の体験と防災学習を行う。（おやじの会主催，
希望者参加）

吾妻学園小中学生，保護者，地域有識者
合計80名

吾妻学園　おやじの会

令和6年11月 ：吾妻学園学校防災連絡会議
：本年度の吾妻学園防災について協議
※CS推進委員会と兼ねる

吾妻学園CS推進委員計25名

令和6年4月17日 避難訓練 教職員・全校生徒 火災対応訓練（避難経路確認）

令和6年5月24日 つくばスタイル科　講話等の聴講 8年生
国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和6年8月21日 教職員研修 教職員
救命救急講習（オンライン、講師：茨城PUSH
立川先生）

令和6年9月1日 避難訓練 教職員・全校生徒 地震対応訓練（シェイクアウト訓練）

令和7年2月 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者対応訓練（講師：警察署）

令和6年5月 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 引渡し訓練（吾妻学園）

令和6年7月 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 1年生
授業参観で学区内の危険区域マップを作
成する。

⑩吾妻学園

吾妻学園

吾妻中学校

吾妻小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年9月 防災教室 その他
希望児童、保護者、教職員が学校でキャ
ンプを行う。

令和6年10月 避難訓練 教職員・全校生徒 火災想定の訓練

令和6年11月 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者に関する訓練

令和6年11月 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者に関する訓練

令和6年12月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年5月
竜巻に対応した小中合同避難訓練

児童・生徒、教職員、保護者

令和6年11月
茎崎学園学校防災連絡会議

コミュニティ・スクール協議会委員、地域学校協働活動
推進員、区長、民生委員、児童委員、青少年相談員、
消防署分署長、交番所長、教職員、保護者

国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

吾妻小学校⑩吾妻学園

⑪茎崎学園 茎崎学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年１1月 防災マップ作成 7年生

令和6年6月27日 つくばスタイル科　防災教室 8年生

令和6年１1月 その他の学校防災に係る取組 9年生

令和6年4月19日 避難訓練 教職員・全校生徒 第1回（火災）

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回（地震）

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第３回（不審者）

令和6年4月12日 避難訓練 教職員・全校生徒 火災・消火器訓練

令和6年9月2日 避難訓練（シェイクアウト訓練） 教職員・全校生徒 地震

令和6年11月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生児童

令和6年12月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生児童

令和7年1月17日 避難訓練 教職員・全校生徒 火災・消火器訓練・煙体験

茎崎中学校

茎崎第二小学校

⑪茎崎学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年4月22日 教職員研修 教職員 避難経路の確認等

令和6年5月9日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 竜巻を想定した訓練

令和6年7月9日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 不審者を想定した訓練

令和6年9月2日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練

令和6年11月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年12月2日 避難訓練（引渡し訓練を含まない） 教職員・全校生徒 土砂災害に関する避難訓練

令和7年1月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

⑪茎崎学園 茎崎第三小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年6月7日
合同引渡し訓練

高崎中・茎崎一小
教職員・児童
保護者

なし

令和6年8月5日 高崎学園防災連絡会議
各学校防災会議委員、PTA代表、区長及び民生委員の
代表、地域の防災担当者、茎崎交番、消防署員等

なし

令和6年4月15日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々
火災を想定し、避難経路の確認。茎崎消防署
から講師を招き、初期消火、煙体験の実施

令和6年5月 教職員研修 教職員 危機管理マニュアルについて

令和6年6月 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 9年生 「避難所で私たちにできることは！」

令和6年7月 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 9年生 「避難所で私たちにできることは！」

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒
竜巻を想定し、教室でバリケードをつくり避難
方法を確認

令和6年11月6日

シェイクアウト訓練
防災マップづくり
防災マップづくりを通して、防災に対する意識の高揚を
図る。

高崎中・茎崎一小
教職員・児童
茎崎第一小
第5学年

防災マップづくりを通して、防災に対する意識
の高揚を図る。

令和6年12月13日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々
不審者を想定し、避難の方法の確認。つくば
警察署から講師を招き、緊急通報や不審者対
応について職員の動きを確認

令和6年4月10日 避難訓練 教職員・全校生徒 第１回　避難経路確認　火災想定

令和6年7月4日 その他の学校防災に係る取組 教職員・地域の方々 学区内通学路危険個所点検

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回　シェイクアウト訓練

茎崎第一小学校

高崎中学校

高崎学園

⑫高崎学園
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年9月～ つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年9月～ つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年11月 避難訓練 教職員・全校生徒
第３回　火災想定及び茎崎消防署の協力を得
て、消火器の使い方および消火訓練を実施

茎崎第一小学校 令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 第４回　不審者侵入

虹色学園 令和6年5月2日 避難訓練 教職員・全校生徒・地域の方々 様々な災害を想定した引渡し訓練

令和6年6月7日 つくばスタイル科（その他の授業・取組） 8年生 避難所で私たちにできることは

令和6年6月26日 つくばスタイル科以外での防災に係る授業 8年生 校外学習での防災体験学習

令和6年7月12日 避難訓練 教職員・全校生徒
地震・火災　つくば市消防署に依頼　防火講
話・消火器体験・煙体験

令和6年10月27日 つくばスタイル科以外での防災に係る授業 7年生 校外学習での震災学習

令和6年12月6日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者対応

令和6年4月中 避難訓練（避難経路の確認） 教職員・全校生徒 第1回

令和6年5月2日 その他の学校防災に係る取組 教職員・全校生徒 様々な災害を想定した引渡し訓練

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 第２回(シェイクアウト訓練)

令和6年11月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

茎崎第一小学校

⑫高崎学園

⑬虹色学園

研究学園小学校

研究学園中学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年12月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年12月2日 避難訓練 教職員・全校生徒 不審者対応

令和6年5月 避難訓練 教職員・全校生徒・保護者
マグニチュード7.4の地震を想定した避難訓練
及び引渡し訓練

令和6年9月 避難訓練 教職員・全校生徒 シェイクアウト訓練に合わせての避難訓練

令和7年1月 避難訓練 教職員・全校生徒 火事、または不審者を想定した避難訓練

令和6年5月 避難訓練 全校児童・保護者・教職員 避難経路確認

令和6年7月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生

令和6年9月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生

令和6年10月 避難訓練 全校児童・教職員 不審者

令和7年1月 避難訓練 全校児童・教職員 火災

令和6年4月22日 避難訓練 教職員・全校児童 避難場所、避難経路の確認

令和6年5月2日 避難訓練 教職員・全校児童・保護者 非常時の引渡し訓練

令和6年6月6日 教職員研修 教職員 心肺蘇生、ＡＥＤの活用

令和6年9月2日 避難訓練 教職員・全校児童 シェイクアウト訓練・地震対応

谷田部南小学校

⑭翠輝学園

みどりの南小学校

みどりの南中学校

⑬虹色学園 研究学園小学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

令和6年9月 つくばスタイル科　防災バッグ作成 3年生 防災バックの作成

令和6年10月 つくばスタイル科　防災マップ作成 5年生 防災マップの作成

令和6年11月4日 避難訓練 小・幼教職員・全児童・園児 竜巻・火災対応（南消防署との連携）

令和7年1月24日 避難訓練 小・幼教職員・全児童・園児 不審者対応（つくば中央警察署との連携）

令和6年5月

地震による避難訓練及び引渡し訓練

児童生徒、教職員、保護者合計1,800人 なし

令和6年9月
不審者対応による避難訓練

児童生徒、教職員、合計1,100人
つくば警察署
生活安全課職員

令和6年11月
つくばスタイル科
防災バッグ作成

3年生
101人

国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

令和6年12月
つくばスタイル科
防災マップ作成

5年生
111人

国土交通省国土技術政策総合研究所
長屋和宏様

⑭春日学園義務
教育学校

春日学園義務教育学校 令和7年1月 地震発生及び火災による避難訓練 児童生徒、教職員、合計1,100人 なし

令和6年5月2日
取り組み名　引渡し避難訓練
取り組みの説明　地震が発生したことを想定し、避難を
行うとともに保護者への引渡しを行う。

全学園生と保護者

令和6年5月16日
　つくばスタイル科災害から守ろう①
　講演を聴き、もし被災して学校が避難所になった時、
自分たちに何ができるか考える。

8年生（115人） つくば市市長公室危機管理課

谷田部南小学校

⑭翠輝学園

⑮みどりの学園義
務教育学校

みどりの学園義務教育学校

⑭春日学園義務
教育学校

春日学園義務教育学校
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令和6年度（2024年度）学校防災事業計画について 資料３

学園名 学園・学校名 日程 取組 対象者・対象学年 備考

⑮みどりの学園義
務教育学校

みどりの学園義務教育学校 令和6年7月
　つくばスタイル科災害から守ろう②
　考えたことをもとにプレゼンテーションを行い、地域の
方にも聞いていただく。

8年生（115人） 学校評議員

令和6年4月
避難訓練

地震・火災を想定した訓練

・学校教職員
・児童生徒

・筑波北消防署

令和6年7月

引渡し訓練

保護者引渡し訓練
防災に関する学習
地区児童生徒会

・学校教職員
・児童生徒、保護者
・PTA（地区委員）
・学校ボランティア

・筑波北消防署職員予定

令和6年9月
シェイクアウト訓練

竜巻と弾道ミサイル対応

・学校教職員
・児童生徒

令和6年12月
避難訓練（不審者）

不審者にあった時の身の守り方

・学校教職員
・児童生徒、保護者 ・北警察センター職員予定

令和6年4月15日
第1回避難訓練
地震後火災発生を想定した避難訓練

学園児童生徒
1794名
教職員88名

なし

令和6年5月13日
第2回避難訓練・引渡し訓練（1～9年）
様々な災害を想定した避難経路の確認および保護者へ
の引渡し

学園児童生徒
88名
教職員145名
保護者・児童館

なし

令和6年11月27日
第3回避難訓練
不審者を想定した避難訓練

学園児童生徒
1794名
教職員88名

つくば中央警察署

⑰学園の森義務
教育学校

学園の森義務教育学校

⑯秀峰筑波義務
教育学校

秀峰筑波義務教育学校
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 資料４ 

つくば市学校防災手帳の概要について 

 

１ 目的 

 携帯できる防災手帳を児童・生徒に提供し、日常生活や授業に活用してもらうこと

 で、児童・生徒及び保護者の自助・共助の意識の向上に資する。 

 

２ 事業概要 

 ハザードマップ等の行政機関が発行している情報と、つくばスタイル科の防災単元

 での児童の学習成果を掲載した、携帯できる防災手帳を作成する。 

 

３ 過去の作成実績及び今後の予定 

  平成 30年度：大曽根小学校、葛城小学校、春日学園義務教育学校 

  令和元年度：茎崎学園（第二小・第三小）、栄小学校、竹園東小学校 

  令和２年度：上郷小学校、東小学校、竹園西小学校（竹園学園版として再編） 

  令和３年度：谷田部小学校、沼崎小学校、桜並木学園（並木小学校及び桜南小学校） 

  令和４年度：栗原小学校、柳橋小学校、前野小学校、学園の森義務教育学校 

  令和５年度：秀峰筑波義務教育学校、二の宮小学校、高崎学園（高崎中学校・茎崎第

        一小学校） 

  令和６年度：小野川小学校、島名小学校、吉沼小学校 

  令和７年度（予定）：香取台小学校、研究学園小学校、谷田部南小学校 

  令和８年度（予定）：今鹿島小学校、九重小学校、手代木南小学校、真瀬小学校 

  令和９年度（予定）：要小学校、みどりの南小学校、みどりの学園義務教育学校 

  ※令和７年度以降の予定は、変更となる場合がある。 

 

３ 学校への依頼事項 

(1) データ収集に係る連絡調整 

(2) 作成・配布するに当たり、授業時間の使用 

 

４ その他 

(1) 国土交通省国土政策総合研究所の協力の下、作成する。 

(2) 表面は、吾妻学園防災手帳を基に作成する（編集協力：吾妻学園おやじの会）。 

(3) 裏面の情報は、つくば市総合防災ブック等を参考に作成する。 

(4) 110番の家は、各学校へ照会をかけ、PTA等作成のデータを活用する。 

(5) つくばスタイル科における防災の単元での学習成果を基に作成する。 

(6) AEDは、「茨城県 AED設置施設登録制度」に登録してある施設を掲載する。 
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つくば市市長公室危機管理課

学校防災推進委員会
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■ つくば市災害・防災メールの登録

■ 避難確保計画の作成及び訓練の実施

■ 携帯トイレについて

本日の内容
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つくば市災害・防災メールサービス

迷惑メール設定をしている場合、解除が必要になります。

■ 防災情報（避難指示、避難所
情報など）のほか、火災情報や
行方不明者情報なども24時間
365日、Eメールで受け取るこ
とができます。

注意！
☞「つくば市災害・防災メール」と検索

■ 登録はこちら↓↓↓

スマホ用 ガラケー用



つくば市災害・防災メールサービス

④仮登録のメール受信
本文中のURLから本登録へ
※仮登録のみでは利用不可

①受け取りたい情報を選択

②メールアドレス入力
住まい（市内/市外）選択

③
4

■ 設定の流れ



避難確保計画の作成・訓練の実施

ハザードエリア内の学校施設は避難確保計画の作成及び訓練の
実施が義務化されています。

※令和６年４月30日に大川、観音川、
谷田川（牛久沼周辺）の洪水浸水想
定区域が追加

つくば市（学び推進課）
に報告が必要

■計画を新規作成、変更したとき
■訓練の結果（原則、年１回以上）

注意！

つくば市ハザードマップ 検索

➢ ハザードは定期的に確認し
ましょう。

5

水防法第15条の3
土砂災害防止法第8条の2

平成29年
法改正避難確保計画とは？？

要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の
確保を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画

参考：国土交通省「要配慮者施設における避難確保計画の作成・活用の手引き」
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能登半島地震～断水の長期化～

飲料水の確保だけでなく、トイレ問題が深刻化…

便器に汚物がたまる・あふれる

トイレに行きたくない

水分や食料をとらなくなる

エコノミークラス症候群、
脱水症状 など

トイレが原因で震災関連死につながる可能性も



災害時のトイレ問題

7

トイレが流せないときは
けいたいトイレを使いましょう！



災害時のトイレ問題

災害時、食事はガマンできても

トイレはガマン出来ません。

災害のたびに深刻な問題となるのは

トイレ問題です。

水・食料の備蓄も大切、災害用トイレ処理セットの備蓄も必須

４人家族（５日分）の場合・・・・

トイレの回数 ５回／日×４人× 5日＝100回分
消臭効果、抗菌性凝固剤、両方の能力が高いもの選ぶ

8



問合せ先

〒305-8555
つくば市研究学園１丁目１-１
つくば市市長公室危機管理課（市庁舎２階）

電話 029-883-1111 （内線）2532、2533
ＦＡＸ 029-868-7582
メール ctz072@city.tsukuba.lg.jp
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☆お気軽にお問い合わせください☆
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会 議 録 

会議の名称 令和６年度（2024年度）第２回つくば市学校防災推進委員会 

開催日時 令和７年（2025年）３月17日（月曜日）  

開会10：30 閉会12：00 

開催場所 庁舎２階 職員研修室 

事務局（担当課） 教育総務課、学び推進課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

森田充会長、根本智副会長、久保田靖彦委員、園田浩美委員、

尾見裕史委員、松本亜希子委員、森田修司委員、岸田和克子

委員、美野本玲子委員、小川英男委員、山岡めぐみ委員、笹

本昌伸委員、大口勝也委員、寺田紘章委員（柳町優子委員代

理出席）、岡野知樹委員、中島澄枝委員、澤頭由紀子委員、

石橋充委員 

その他 国土技術政策総合研究所主任研究官 長屋和宏 

光輝学園葛城小学校教頭 菅沼 祐子 

事務局 

 

教育総務課：課長補佐 飯村賞賜 係長 鈴木淳 主任 谷

沢潤一郎、小川真由 

会計年度任用職員 辻香奈、山口ことみ 

学び推進課：指導主事 宮本聡 

生涯学習推進課：参事 山口健次 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開□一部公開 傍聴者数 ２名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

(1) 令和６年度（2024年度）学校防災事業実績報告について

【資料１・２・３】 

(2) ショート避難訓練について【資料４】 

(3) つくば市学校防災手帳について【資料５】 
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会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 議 事 

 (1) 令和６年度（2024 年度）学校防災事業実績報告について 

【資料１・２・３】 

(2) ショート避難訓練について【資料４】 

(3) つくば市学校防災手帳について【資料５】 

４ その他 

５ 閉 会 

 

事務局： 本日はお忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

教育総務課の飯村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の会議はつくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関する条例に基づき

まして、公開とさせていただきます。また、会議録を作成し、後日つくば市のホー

ムページに公開しますので、御発言の際にはマイクの使用に御協力をお願い致しま

す。それではただいまから令和６年度第２回つくば市学校防災推進委員会を開会い

たします。 

開会に当たりまして、会長である教育長より挨拶申し上げます。 

 

1 会長挨拶 

 

会長： 皆さんおはようございます。改めまして本日はお忙しい中、お集まりいた

だきまして、ありがとうございます。 

災害は本当に後を絶たないと言いますが、昨年の１月には能登半島大地震が起き、

あれから１年と少し経ちますが、いまだに災害の復興が道半ばです。小中学生も心

的なストレスがまだまだ残っているというような報告もあり、本当に課題はいつま

でたっても尽きないなと思います。また昨年８月には気象庁から南海トラフ地震の
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臨時情報が発出され、茨城県においても南海トラフ地震防災対策推進地域に指定さ

れている日立市、東海村、ひたちなか市、水戸市、大洗市、鉾田市、鹿嶋市、神栖

市の８市町村で住民の情報提供が行われました。 

また先日は岩手県で山火事が随分長い時間続いていました。カリフォルニアの災

害で大変だという話を受けたときにこういう災害が起こり、本当に災害の怖さを身

近に感じたというところが皆さんの御感想かと思います。 

このような災害の発生時に適切な対応をとるために、学校での防災教育は大変大

切ですし、関係機関との連携が大切になっていると感じています。コミュニティス

クールの取組が各学園で進んでいますが、地域と学校との繋がりが改めて注目され

ており、コミュニティスクールを活用した防災体制の強化なども、今進んでいるの

ではないかと思います。学校で行う避難訓練については新たな取組として、ショー

ト避難訓練がありますので、これを周知する予定にしております。事務局としまし

ては、各学校の円滑な避難訓練の実施のために、ショート避難訓練の手引きを作成

しました。この後、説明があると思います。このショート避難訓練に係る報告、そ

して各学校の防災に係る取組、本委員会の事業である学校防災研修会等の報告も行

いたいと思っております。 

この会に通じて、防災意識のさらなる向上を図りたいと考えておりますので、委

員の皆様には忌憚のない御意見を頂戴できればと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

2 議事 

 

事務局：ありがとうございました。続きまして次第の３、議事に移ります。ここか

らの進行は、委員会設置要綱の規定により、会長である教育長にお願いいたします。 

 

会長：それでは議長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。次第
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の３の議事に従って、進めて参ります。初めに、議事の(1)令和６年度学校防災事業

実績報告について、事務局から説明をお願いします。 

 

（1） 令和 6 年度（2024 年度）学校防災事業実施報告について 

 

（事務局から資料１、２、３について説明） 

 

会長：本日は、葛城小学校の菅沼教頭先生にお越しいただき、葛城小学校で行って

いる葛城版コミュニティスクールでの防災教室について御紹介いただけることにな

りました。今後のコミュニティスクールを生かした防災教室、防災関係にも参考に

なるのではないかと思います。先生よろしくお願いします。 

 

葛城小学校菅沼教頭：本日はこのような紹介の場をいただき、ありがとうございま

す。それでは早速、本校の防災教室について紹介させていただきます。資料を御覧

ください。 

まず、本校の防災教室ですが、資料の４に書かせていただきましたが、学校と葛

城版コミュニティスクールが相談をしながら、葛城版コミュニティスクールが主催

して行っております。なおこの葛城版コミュニティスクールとは、現在つくば市内

各学園で始まってきている本格的なコミュニティスクールのスタートに向けて、一

足早く本校独自に、令和元年度にスタートしたものになります。防災教室はこの葛

城版コミュニティスクールがスタートしてから毎年実施をしています。本防災教室

のねらいは、災害発生時に向けた知識や心構え、行動の在り方を知ること。防災に

対する意識を高められるようにすること。そしてまた、地域の民生委員さん、区長

さんを始めとした地域の方々に、学校の防災設備等を知っていただくこととなって

います。本校の参加児童は４年生です。５年生で防災に関することを学習するため、

その前に、この防災教室で学べるようにしようという意図があります。 
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防災教室での内容は大きく２つです。１つは、防災倉庫の中のものを体育館に展

示し、使い方等を知る活動です。説明は、つくば市危機管理課の方に御協力いただ

きました。２つ目は、本校の校庭にある防災かまどの体験と、震災ボランティア経

験者の方に、震災当時の様子などを聞く活動となっています。ここにある写真のよ

うに、防災かまどの体験では、実際に子供たちがかまどに薪を置き、火をつける。

寸胴に水を入れて湯を沸かすという体験をしました。そしてこのお湯が湧くまでの

間には、今年度は地域の消防団員であり、本校卒業生の保護者でもある方から、東

日本大震災のときの地域の様子、そして東北の被災地ボランティアへ行ったときの

被害等の様子について話を聞いたり、写真を見せていただいたりしました。さらに、

葛城版コミュニティスクールの方が作成した防災クイズを行いました。 

このような活動を通して、子供たちは学校に防災倉庫や防災かまどがあり、災害

時にどのように使えば良いのかなどを知ることができました。特に防災かまどや非

常用トイレの反響、反応は、とても大きかったです。また、地域の方にとっても、

学校の防災設備などについて知っていただくだけでなく、防災教室後に少しですが、

懇談をする場を設けたこともあり、互いに顔見知りになることができてよかったと

いう声が聞かれました。学校としましても、コミュニティスクールの方々に準備な

ど、多くの御協力をいただきながら、充実した教育活動の１つとすることができて

います。本校の防災教室の紹介は以上です。ありがとうございました。 

 

会長：ありがとうございました。何かお聞きしたいことがあれば、教頭先生にお答

えいただければと思うのですが、何かございますか。コミュニティスクールという

ことなので、生涯学習推進課に、何か感想や今後の展望、コミュニティスクールと

防災ということについて、考えがあればお願いします。 

 

生涯学習推進課山口参事：発表いただきありがとうございます。このように、防災

に関する話題というのは、市内の様々な学園でも、実際に取り上げられていますし、
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それを実際に学校と地域の協働した活動につなげていこうとされているところも増

えてきているように感じています。今後もこのような防災についての考え方という

のは、地域一体となって進めていくことが大事だと思いますので、こういった活動

が増えていくのはとても望ましいかと考えております。 

 

森田委員：地域の方にはどのように参加していただいたのかということをお聞きし

たいです。また、区長と消防団の方というのも記載がありますが、地域の方という

のはどのような方に参加していただいたのかということを教えていただけないでし

ょうか。 

 

菅沼教頭：葛城版コミュニティスクールの活動をしてくださっている方にも、本校

卒業生の保護者などが、お子さんが卒業しても、学校に関わって活動をしてくださ

っている方もいます。あとは今回お声をかけたのは、地域の民生委員さんや主任児

童委員さん、それから地域の区長さん、コミュニティスクールの知り合いの方でぜ

ひ見たいとおっしゃっている方がいるということで、そのような方にも声をかけて

来ていただきました。 

 

森田委員：ありがとうございます。オープンに声掛けをしたというよりは、特定の

方に声をかけたということでしょうか。 

 

菅沼教頭：今のところはそのような形で実施しています。 

 

会長：ありがとうございます。他にございますか。今回は葛城版ということで、葛

城小学校中心で行ったということですけれど、今つくば市が進めている学園ごとの

コミュニティスクールとは今後、どのような感じで進んでいくのかというところを

お聞きできればと思います。 
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菅沼教頭：葛城小学校は光輝学園なのですが、光輝学園として年１回、防災会議と

いう形では行っていますが、学校の子供たちが参加してというのは、まだ本校独自

のものになってしまっているので、次年度から光輝学園も本格的にコミュニティス

クールが始まりますので、他の小学校中学校と連携をとりながら、先ほどありまし

た地域の方ももっと広く声をかけていけると良いのかなと思っています。具体的な

ことはこれから計画を立てていくところです。 

 

会長：ありがとうございます。これから本格的な協議会になるということです。ぜ

ひよろしくお願いします。ありがとうございました。コミュニティスクールの中で

こういった防災教室がどんどん広がっていくというのも１つの方法かと思います

が、やはり危機管理課との連携がすごく必要だというのは感じているところです。

岸田委員、何かお考えがあればお願いします。 

 

岸田委員：今回葛城小学校さんのコミュニティスクールの取組に危機管理課も協力

させていただいているのですが、実際コミュニティスクールで行われるもの以外に、

学校防災連絡会の行われる防災関連の取組も当課はかなりお声掛けいただいていま

す。学校ごとにどういうものに着目したいかという希望がありますので、それに応

じて当課でもいろいろメニューをアレンジさせていただいているところです。ぜひ

御活用いただければありがたいなと思っておりますし、また私たちの方も話す機会

をいただけるので、市として特に、子供であったり、保護者の方であったり、対象

の方に応じてぜひこういうことを知っておいていただきたいということを、その都

度説明させていただいております。特に今年度であれば、能登半島地震の直後でし

たので、やはり携帯トイレの使用については、ものすごく力を入れて説明をさせて

いただいたりしています。やはりその時々の震災や災害の状況を踏まえて、着目さ

れてくる課題点というのもどんどんできてきますので、ぜひ一度お呼びいただいた
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学校さんにも継続的にお声掛けいただければありがたいと思っております。 

 

会長：ありがとうございます。何回でも呼んでくださいというお声もいただきまし

たので、教育局としてもそういう方向で進めていければと思います。岡野委員どう

ぞ。 

 

岡野委員：葛城小学校さんの取組について御紹介いただきありがとうございます。

学び推進課でも学校にお配りしているつくばスタイル科の単元プラン集の見直しを

図りたいと思っているところです。防災の単元では、子供たちが探究をして、自分

の興味のあることをより深掘りしていくときに、そのきっかけづくりとしてはこう

いった体験が活きてくると思いました。３・４年生の防災バッグ作り、５～７年生

の防災マップ作りの単元プランについて、形だけのものにならず、葛城小学校で実

施しているようなかまど体験や倉庫内の備品を体験したり、そこに専門家の方をお

呼びしたりすることが効果的であると感じています。この場では子供たちは受け身

の状態かもしれませんが、そこから調べてみたいことが膨らみ、大きなきっかけに

なる取組であると思ってお聞きしていました。さらに、地域のコミュニティスクー

ルの皆さんや、専門家の方などと、子供たちがどんどん繋がりを持つことで、より

自分の探究を深掘りしていけるような取組になるだろうと、非常に参考になりまし

た。ありがとうございます。 

 

会長：つくばスタイル科の改善も考えていますので、こういう体験をどう生かして

いくかということもすごく私たちの課題になっています。ありがとうございます。 

こういう地域の防災教室のお手本的な吾妻小学校さん、おやじの会もずっと続い

ていて、これを長年やっていけるその秘訣や長年やっているからこそ出てきている

問題、あとはコミュニティスクールとして広げるための御意見などがありましたら、

お願いします。 
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園田委員：吾妻学園では、実践力を鍛えるという意味では、防災キャンプや炊き出

し訓練等を行っておりますが、12 月の学校防災研修会の講師の先生のスライドにも

ありましたように、「真剣に楽しく」というところが大事なのではないかなと日々考

えております。実は、避難訓練の時に、全校の前で、防災キャンプの振り返りを参

加した子供たちが発表したのですが、参加していない子供たちも耳を傾けて興味を

持っていました。防災キャンプに参加した子供たちから、これは本音だったと思い

ますが、「市のプレゼンテーションの大会でも発表すればよかった」という話が出て

きました。防災については年間を通して取組を行ってきましたが、常時活動に目が

向いてきたかなと思います。長屋先生に協力いただいて、普段から防災意識を持つ

ために、来年度から子供たちの意見を取り上げて、委員会の中に防災委員会が生ま

れます。その中で防災上の避難経路を子供たちが見たりすることや、高いところに

物はないか、安全点検をしてみたいなど様々なアイデアが上がってきています。 

先ほど会長から長年にわたっていて何か感じたことというお話がありましたが、

先日ケーブルテレビの取材が来たときに防災手帳の取材を受けまして、１年生のラ

ンドセルの中を見たら、持っている子供と持っていない子供がいました。長屋先生

から、防災手帳は 2011 年の震災の教訓を生かし、引き渡しのときに活用できるよう

に作成されたというお話を聞いています。来年度の引き渡しでは、引き渡しカード

名簿でチェックしていくのではなく、子供たちがランドセルから防災手帳を取り出

し、自分がどういうふうに誰に引き継がれるのかというのを子供と一緒に担任の先

生が確認していくということをやっていきたいなと、原点に戻って思った次第です。 

あとは、子供たちの目線で活動するというところで、関係機関、特に研究所であ

るとか危機管理課の方々に関わっていただきながら、常時活動に挑戦してみたいと

思っています。 

 

会長：ありがとうございます。常時活動に発展するのはすごく良いことではないか
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と思います。長屋様、このことも含めて今後の展望など御意見がありましたらお願

いします。 

 

長屋氏：園田委員がおっしゃった通りで、防災手帳は東日本大震災のときに作成し

て、続けることが大事かなと思っております。 

ただ今、その話になったので、事務局の方にお伺いしたいことがあります。最初

の(2)の質問されたところについて２つ教えていただきたいのですが、防災に係る講

師の情報がないというお話がありましたが、これは、対象がその子供たちの授業に

対しての意見なのか、学校防災推進会議の方に対しての意見なのか分かりません。

そこは把握されているのかということを教えていただけますか。 

 

事務局：ありがとうございます。今回、質問の仕方としては今年度、各学校でどう

いう取組をしましたかということと、今後どういう課題がありますかと質問した形

なので、我々の会議に向けて書いている意図なのか、学校の中の話なのかは、学校

の受け取り方によって、それぞれ違ってしまったところもあるのかなと思います。

その中で防災に係る講師の情報がない、紹介して欲しいというところで 16 校となっ

ていまして、講師を呼べなかったのか、違う講師を呼んでみたいなと思っているの

か、それぞれ学校によって思いはあると思います。 

 

長屋氏：お答えのように切り分けが必要でしたら、回答のピントがぼけないように

設問を作る段階で工夫していただければと思います。 

もう１つの質問は、先進的な取組・他市町村の取組の事例紹介がほしいと 44 校と、

ほとんどの学校より意見が出ています。ここまでのお話にもありますが、防災の取

組は、新しいことが必ずしも良い訳ではなく、着実に繰り返すことも重要です。そ

れに対して先進的な取組や他市町村の取組が知りたいという意見の意味が少し分か

りません。一方、やりたいことがあるが準備する時間がない、パッケージとして完
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成されたものを教えて欲しい、という意見が出ており、おそらくこれがほぼ代弁し

ているのではないのかなと思っています。防災は大事だと言われていても、どうす

ればいいか分からなくて、実は今取り組んでいることのおさらいをするだけでも十

分意義のある取組であるのに、そこに気付いていない学校とかがいっぱいあるので

はないかと思います。今やっていることを、きちんと振り返っていくことも十分な

防災につながるということを認識していただくことによってこの回答も変わってく

るのではないかなと思います。 

 

会長：ありがとうございます。大事な視点ですね。防災の取組は繰り返し行っても

良いことであり、実際に子供が行動できるか、確実に徹底しているのかなど、そう

いうことの方が大事のような気もしますので、そういう視点で学校の先生方が考え

られるように働きかけるということも大事かなと思いました。 

それからコミュニティスクールの取組が進んでいる中で、学校の閉ざされた中で

防災教室を行うのとは違い、具体的にそういう災害が起こった場合には、やはり地

域の方の協力なしにはできないと思います。それが学校だけで行っているとそこで

終わってしまいますが、地域の方と一緒にやることによって地域の人との繋がりが

できていくというのも非常に大きい点ではないかなと思います。この災害対応とい

うところでは、そういう意味では、今後そのコミュニティスクールが役割を果たし

ていく大きな１つのツールになるのではないかというふうに思いますので、ぜひそ

の点を考えていきたいなと思いました。葛城小学校のこの取組が、本当に普通の学

校の取組と言いますか、新しい取組は何かないかというよりかは、地道にやらなけ

ればならない活動の１つではないかと思いましたので、ぜひその辺を事務局から発

信できればなと思いました。 

 

事務局：本日は、資料１に写真が掲載されているあっぱくんの実物を用意したので、

実際に体験していただければと思います。 
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事務局： 改めまして教育総務課谷沢です。よろしくお願いいたします。 

あっぱくんは、従来は人型の人形で実施していた救急救命講習をより簡易的な形

でできないかというところで考案されたキットです。つくば市では筑波記念病院の

先生が普及活動をされておられます。中にビニールシートと、あとはハート型の心

臓を模した器具があります。ビニールシートを広げていただきますと、人体の人間

の絵が描かれており、そのハートのスポンジのような器具を、その真ん中に置いて

いただきます。それを広げた状態で、このハートの器具を押していくのですが、き

ちんと押すと音が鳴るような仕組みになっています。 

（事務局職員が実演） 

学校や教職員の先生方など、取組が広がっているということですので、今回御紹介

させていただきました。 

 

会長：ありがとうございました。知らない方もいらっしゃると思いますので、せっ

かくですから、どうぞ音がきちんと鳴るようにできるかどうか、やってみてくださ

い。 

 

（あっぱくんの体験） 

 

会長：上手にできたでしょうか。立川先生が筑波記念病院に来られたときに、埼玉

県で女の子がマラソンの後に亡くなってしまったという事故がありました。最初に

心臓が停止すると苦しくて呼吸に似たような動きがあるということですが、それを

まだ息があると勘違いしてしまい AED は使わなかったということです。そうではな

く、AED をすぐに使うような体制を作らなければならないというので、いろいろ考え

ていたところ、このあっぱくんは子供たちも自由に練習ができるようにということ

で開発されたと聞いています。立川先生もあっぱくんの普及に、そして AED の活用
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の普及に尽力されて、今茨城県では、先生方の研修や、養護教諭の研修等にあっぱ

くんも使われているという状況だそうです。私が茨城県の部長をしているときに、

立川先生がいらっしゃって、ぜひこれを広めたいですというお話があり、つくば市

でぜひやってみてもらえませんかとお願いしてつくば市で先駆的に始まりました。

今では普及が進み、日本中にかなり広まっていると聞いています。ただ子供たちの

アンケート調査を見ると子供たちの活用が多くないような気がします。つくばスタ

イル科で是非、これを実践してもらえる時間も作って欲しいと思っているのですが、

葛城小学校でやっていただいたということで、ありがとうございました。何か御意

見などがありましたら伺いたいと思いますが、尾見委員、どうでしたか。 

 

尾見委員：小学生を始めとして中学生が実際に保険等の授業、或いはつくばスタイ

ル科の学習の中であっぱくんを経験するということはこれまでも多々あったと思い

ますが、小学生たちも予備知識として、処置をすることがあるということを、体力

的にはおそらく押しきれないのではないかと思いますが、経験をしていくというこ

とは、すごく後々に繋がっていくのではないかと思っています。ぜひ活用していき

たいなと思います。 

 

会長：ありがとうございます。実際、小学生、中学生が知識を持つことによって、

いざというときに小学生が誰かに知らせる、AED がある場所を知っているということ

がすごく助かったという事例は結構出てきているようです。大人がいなくても助け

る行動に繋がった、大人を呼びながら AED の用意をした、AED を子供がやろうとした

といろいろ話が出ています。日本 AED 財団では、全員が救命に関われる、そういう

日本を目指したいと言っていたと思いますので、ぜひつくばもそういう方向でいけ

れば良いなと思います。ありがとうございました。 

 それでは、議事の(2)に進みたいと思います。ショート避難訓練について事務局か

ら説明をお願いします。 
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(2) ショート避難訓練について 

 

（事務局から資料４について説明） 

 

会長：この手引きについて何か御意見や質問などがありましたらお願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

園田委員：４ページの４、実施にあたっての留意事項の(2)ですが、「休み時間等に

実施する場合は、児童生徒が遊具等で遊んでいないか、重い荷物を持っていないか

など、安全に訓練を実施できるかを確認した上で実施する」とあります。もし括弧

書きで入れるなら、学校の先生たちと子供たちに考えてもらいたいところとして、

ジャングルジムの上にいたら、階段にいたら、給食の物を運んでいたら、と考える

ことは非常に重要であると入れると良いと思いました。 

会長：そうですね。ここで、遊具等で遊んでいないかと言っても、いろんな状況が

想定できる訳で、その想定をどういうふうに先生たちに考えてもらうかというとこ

ろですね。事務局いかがですか。 

 

事務局：園田委員がおっしゃる通り、実際にはジャングルジムに乗っていても給食

を運んでいても、容赦なくやってくるのが災害ですので、マニュアルを作る上では

子供たちの安全第一でということでこういった記載を入れましたが、そういった安

全が担保されない状況で地震が起こったときにどうするかというのは考えなければ

いけないことなので、そういったことを先生方に伝えられるように、この辺りの書

きぶりはもう一度検討したいと思います。ありがとうございます。 

 

会長：他にいかがでしょうか。 
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副会長：今年度１月に行った避難訓練は、実はこういう形でやりまして、朝に今日

ありますという話と時間体については、授業中であまり人が不用意に動いてない時

間帯で行ったのですが、その避難をする前の訓練というところだけで終わりにした

形と、地震ではなく竜巻を想定して行ったので、最後に外に避難するということを

しなくても中で完結するという、あとオンラインで最後のまとめをしたという形で

実際に実施しました。やはり中学生ぐらいですと、避難訓練かと思うくらい大きな

混乱はありませんが、しかし小学生がいるといろいろなことが想定されるので準備

しながら行った方がいいのかなというのは思いました。 

 

会長：ありがとうございます。中島委員、こういう突然の場合に支援を要する子供

たちの対応というのも難しい場面もあるのではないかと思いますが、何か気になる

ことはありますでしょうか。 

 

中島委員：特別支援学級のお子さん方は、急な対応ができないので、何も情報がな

い状況で避難訓練をするとものすごく慌てて大けがをしてしまう可能性がありま

す。学校にいるとこういうことが起きる可能性があるというのを、特別支援学級の

自立活動などの中で、心配なことが起きたときにはこういうふうにしていくよとい

うのをお伝えしておいて、今がその時だから前に練習したようにやるよというお声

掛けができるといいと思っています。また、授業によっては、普通教室に戻ってい

るときがあるので、先生方には子供の様子を年度始めの避難訓練のお話のときなど

にお伝えしておいて、不要な混乱をさせないようにしておく必要があると思います。 

 

会長：本当にそうだと思います。急に何も知らないで災害が起こったらパニック状

態になる子もいると思うので、こういう訓練をする前にそういう子供たちに訓練し

ておく、知らせておくというのは大事な活動だと思うので、それを学校にうまく伝
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えていきたいと思います。他にはありますでしょうか。 

 

尾見委員：関東地区の中学校の発表会がありまして、教育総務課から学校防災手帳

をいただいて、出席された校長先生方に配らせていただきました。昨年度山梨の大

会があった際に参加させていただいて、東京の小中学校は毎月１回避難訓練をやる

のだと聞きました。茨城県と言いますか、つくばでは年３回か４回かと思われます。

そして、それをいろんな形態で避難訓練をすると聞かされて、今回のショート避難

訓練の提案というのはすごく参考になると思い、ぜひ実践させていただければと思

います。ただ振り返りというのがとても大切になってくると思います。実際に先生

は子供たちが机の下に潜った等を振り返ることはできますが、子供たちの中では、

机の下に入りきれなかった、とっさの対応ができなかったということをお互いに確

認しながら行うことが良いと思いました。例えば、今月は半分の子供たちが避難し

て半分の子供たちが見るという、そういった場面を作る学校の実践報告もあります。

様々な形態で子供たちが気付くようなショート避難訓練の提案というのを行うこと

で、我々教員や大人が見ている判断のもとで、避難がきちんとできているかどうか

というよりも、子供たち同士がどうやって避難をしているのかを相互に見合うよう

なパターンの避難訓練も、１つの選択肢なのではないかと考えながら伺っていまし

た。 

 

会長：ありがとうございます。大事な視点だと思います。私もこの振り返りという

のは大事だろうなと思っていました。どのように子供たちに意識をさせるのか、ど

のような視点できちんと自覚するのかというのがすごくポイントだと思いました。

今の尾見委員からもあった通り、子供達ができたこと、できなかったことを実際に

想定して、具体的にすることが実際の行動に繋がると思うのでこの辺を学校と共有

しながら、具体的になっていくと良いと思って聞いておりました。ありがとうござ

います。他にいかがでしょうか。 
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長屋氏：ショート避難訓練について、２つコメントがあります。東京のとある学校

の先生が、10 年近く前から行っているものとほぼ同じような取組であり、実はあま

り新しくないです。おそらく尾見委員がおっしゃった、東京の学校の先生方のお話

だと思いますので、それが、つくばオリジナルでもないため、さっきの先駆的なと

いう観点を言うとあまり新しい訳ではないですというのが１つ目です。 

あともう１つ、私がどこかで見た論文なのですが、人の行動は２つ情報がないと

動かないと言われています。分かりやすい例は、火災報知器が鳴っても動かない人

が多いです。別の例ですと、スポーツで１歩も動けませんでしたという表現をする

と思いますが、それは不意を突かれているため１歩も動けないということです。例

えば、野球でバントをされると分かっていれば動けますが、頭の中でバントされる

かもしれないという情報が無いと、全く動けなくなってしまいます。実際に目の前

でバントをされたというのは２つ目の情報として、その前にバントをされるかもし

れないという１つ目の情報が頭の中にあると、２つ目の情報で動くことができます。

１つ目の情報がないと、バントされたという情報が２つ目にならないので動けない

ということです。火災報知機もそうで、１つ目の情報で火災報知器が鳴ったという

ことはみんな知っていますが、それは１つ目の情報であり、もう１つ何か情報が来

ないと人は動かないです。例えば焦げ臭いにおいがするとか、誰かが火事だと騒い

だりすると、それが２つ目の情報となり動き始めます。このショート避難訓練は１

つ目の情報を常に頭に持って欲しいというのが狙いです。地震が発生すると、地震

が発生したという情報が皆に同じく１つ目として入ります。しかし、その情報が１

つ目の人は動くことはなく、２つ目の人は動きます。このことから、最初にまず１

つ目の情報は頭の中に入れておいて欲しいというのがこの訓練の意図になります。

その辺を理解いただくと、先ほど園田委員がおっしゃったように給食のときに地震

が発生しても動けるようになると思いますので、そういった訓練であるということ

が上手にここに書けて、理解いただけると良いと思います。 
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会長：ありがとうございます。確かに１つの情報では動けないと思います。 

ぜひ今の意見などで改善して、学校の方に提案し学校の方でも、うまくそういっ

た点を含めて理解して活用していただけるように進めていきたいなと思います。あ

りがとうございました。 

続いて、(3) つくば市学校防災手帳についての議事に進みたいとと思います。事

務局から説明をお願いします。 

 

（3）つくば市学校防災手帳について 

（事務局から資料５について説明） 

 

会長：今年度は小野川小学校、島名小学校、吉沼小学校で防災手帳が作成され、サ

ンプルとして島名小学校の防災手帳を机上に配布しています。来年度からの予定も

資料５の方に入っている通りです。吾妻学園の取材は私も見させていただきました。

今も YouTube に載っているそうなので、ぜひ学校の方にも広めて見ていただければ

と思います。これは予定通り進んでいくということで、子供たちの活動も、それか

ら保護者との活動も、これにより結びついて形になっていくのはすごくいいことだ

と思いますが、先ほど園田委員からもありました通り、活用という面でまだ課題が

残っていると思います。事務局から発信していくことも大事かなと思います。 

それではまとめとして何人からか御意見や御感想を伺っていきたいと思います。

今までの状況を聞いて、幼稚園の方の目からどのように感じたか、それから幼稚園

でこんなことも考えなければならないと思ったことがありましたら、お話いただけ

ればと思います。松本委員よろしくお願いします。 

 

松本委員：貴重なお話を聞かせていただいてありがとうございます。幼稚園の方は

やっぱり防災というよりは、避難訓練を年 10 回ほどやっているのですが、最初は３
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歳さんもいるのでまずは、防災頭巾をかぶるということを繰り返しやっています。

その次に、非常ベルの音を知るというようなことで紙芝居や、いろんなことで最初

から隠れるということではなく段階を追いながら、ここにあったショート訓練みた

いな感じのことをやりながら、段階を追って訓練をしているところです。最後の３

月は、園長と教頭だけが知っていて他は誰も知らない、告知をしない避難訓令を今

月は 3.11 のときにやりました。やはりそこで振り返りということで、職員の方から

子供たちにこういうことがありましたというようなお話をさせてもらいました。防

災について、子供たちだけではなくて保育参観、親子で、こういう防災についてと

いう、危機管理課の方に来ていただいてお話をしていただくというのは、できます

か。来年度予定を立てたらお願いしたいなと思います。 

 

会長：ありがとうございます。幼稚園でもそうやって予告なしでできるというのは、

やはり訓練というのは大事だなと思います。ありがとうございます。あとは地域等、

この防災がどう学校を中心に、広がっていくかというところすごく大事な視点だと

思いますが、そういう視点から美野本委員のお話を伺ってもよろしいでしょうか。 

 

美野本委員：貴重なお話を本当にいろいろありがとうございました。いつも学校防

災の会議に出席させていただいて、地域というと学校のコミュニティスクールとい

うことで地域との連携という意識が高まってきているのを感じています。また同じ

ような防災のイベントを福祉の視点から社協さんが中心になって実施しており、そ

ういうのにもやはり地域ということで区が参加させていただいて、地域という視点

が外せないということは日々感じています。そうした中で区長は、或いは民生委員

の方はどんなふうに動けばいいのかというのがいつも心配になるところのようでし

て、皆様のお話を聞きながら、このような取組を重ねていく中で、地域の動きも重

なっていけるのかなと感じました。 
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会長：ありがとうございます。そうだと思います。消防の立場から地域との学校の

連携やそれから学校でこんなことをもっと、ということがあればお話いただければ

と思います。 

 

小川委員：今日の議論をいろいろ拝見していまして、それから消防という立場から

すれば、防災のときにはよく公助自助という言い方をします。公助は公が助ける。

自助は自らが助けるということで、我々消防の場合にはもちろん組織的に全力を尽

くすわけですけれども、災害が大きくなればなるほど、同時多発的にいろいろなこ

とが起きますので、どうしてもマンパワーは不足気味になることがあります。そう

いった意味では地域で一体どれぐらい動けるかと言いますか、地域の中で助け合え

るかというのが非常に大きいことだと思います。そうは言ってもなかなか専門知識

があるわけではないと思いますので、今日の会議で言うならば学校単位ということ

で、まずは生徒児童が、専門家の話であるとか、こういった活動を通して、先ほど

長屋先生もおっしゃった通り、１つ目の情報をまず入れておくということが、被害

が大きくならないために非常に大切だと思いました。 

 

会長：ありがとうございます。ぜひ協力体制ができて、みんなの力で防災というこ

とをやっていければと思います。そろそろまとめに入りたいと思いますが、これま

での議論や意見のなども含めて、危機管理の立場から気づいたことや、今後のこと

などを岸田委員から伺えればと思いますので、よろしくお願いします。 

 

岸田委員：今日本当に盛りだくさんだったなと思いますが、お話の中で一番私の心

に残ったのが、園田先生の方から防災を常時活動につなげていきたいと考えてらっ

しゃるというお話があったと思います。確かに災害というのは多い頻度で来るもの

ではないですし、避難訓練というのも１年中やっているという訳ではないものだと

思います。実は日頃の行動や日頃に注意することで、備えられることというのはも
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のすごくたくさんあります。先ほどお話にもあった、危ないものが高いところにな

いかというように小さな、そんなの当たり前だと思うことが意外とできていないと

いう部分はものすごくたくさんあると思います。例えば私たちのような防災担当を

している職員たちが先進的な事例を学ぶための研修に参加すると、講師の先生が今

日この中にいる人で、自宅に家族の人数分の携帯トイレを１週間分以上用意してい

る人と聞いたときに、ほとんど手は上がりません。災害担当の職員でもそのような

感じです。ポリタンクがある人と質問して、手を挙げる人もめったにいないです。

さらに言えば、今日家帰る途中で電車が止まったときに、最低限の食料がかばんの

中に入っている人いますかと聞いて上がる人まずいないです。やはりそういうとこ

ろからだと思います。学校や何かそれ以外の機会で、防災について学んだ知識を身

につけて、そしてそれを実践するというのが常時活動になってくるのではないかと

思いますが、そのきっかけになる場というのは、学校の教育の場であり、訓練の場

でありということだと思います。先ほどもお話させていただいたのですが、防災の

話は１回聞いてその時はなるほどと思っても、時間が経つとやっぱり薄れていって

しまいます。ですので、やっぱりある程度定期的にそういう話を聞く機会、学ぶ機

会というのは設けていかなければいけないと思いますし、１回聞いたら終わりでは

なくぜひ、継続していくということを非常に私たちもそうですし学校の現場もそう

ですし、お子さん方、保護者の方、皆さん心がけていただくことがとても大事では

ないかなと思います。 

 

会長：ありがとうございます。本当に頭でわかっていても、行動していなければ何

もならない、実際に備えておかなければならないところが非常に教育の大事な点か

なと思いました。常時活動として日頃から動くということがすごく大事というとこ

ろです。最後に長屋様、多くの方々からいろいろとお話が出ましたけれども、何か

まとめてお話いただければと思います。よろしくお願いします。 
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長屋氏： 今日は、近年のこの学校防災推進委員会の中ではすごく充実していた会に

なったと思います。今までが充実していなかったわけではありませんが、特に今回

はすごく充実していて内容的には１個１個は短時間の紹介だったりしたと思います

が、そこは問題ではなく、きちんと着実にやったことやこれからの展望というのが

はっきりしていてすごくいい委員会だったと思います。先ほども園田委員や岸田委

員からもありましたが、普段からのことを考えていくということについては、新し

いことはないですが、とても大事でそういうことができている会議になっているな

と思いましたのでこういった形でまた次年度以降も続けていただければと思いま

す。 

 

会長：ありがとうございます。大変嬉しいお言葉をいただきました。そういうこと

を意識して一生懸命準備をしました。準備もそうですが、皆さんから伺った意見も

また、本当に大事な意見がたくさんありましたので良い協議ができたのではないか

と思います。次からのプレッシャーがまた大きくなりましたが、また頑張って、実

施していければと思います。それでは、事務局の方にお返ししたいと思います。 

 

3 閉会 

 

事務局：会長を初め委員の皆様、どうもありがとうございました。以上をもちまし

て令和６年度第２回つくば市学校防災推進委員会を閉会いたします。本日はどうも

ありがとうございました。 

 

 



令和６年度(2024年度)第２回つくば市学校防災推進委員会 次第 

 

 

                                      日 時 ： 令和７年（2025年）３月 17日（月） 

                                                午前 10時 30分～ 

                                      場 所 ： 庁舎２階 職員研修室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

 (1) 令和６年度（2024 年度）学校防災事業実績報告について【資料１・２・３】 

(2) ショート避難訓練について【資料４】 

(3) つくば市学校防災手帳について【資料５】 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 



役　職 所属等 氏　名

1 会長 つくば市教育長 森田　充

2 副会長 つくば市教育局長 吉沼　正美

3 副会長 つくば市学校長会長 根本　智

4 委　員 つくば市教育局次長 久保田　靖彦

5 委　員 つくば市学校長会 小学校部会長 園田　浩美

6 委　員 つくば市学校長会 中学校部会長 尾見　裕史

7 委　員 つくば市幼稚園長会長 松本　亜希子 

8 委　員 つくば市ＰＴＡ連絡協議会長 森田　修司

9 委　員 つくば市市長公室 危機管理課長 岸田　和克子

10 委　員 つくば市市民部 市民協働課長 美野本　玲子

11 委　員 つくば市こども部 こども育成課長 桐生　修

12 委　員 つくば市消防本部 地域消防課長 小川　英男 

13 委　員 つくば市教育局 教育総務課長 山岡　めぐみ

14 委　員 つくば市教育局 学務課長 笹本　昌伸 

15 委　員 つくば市教育局 教育施設課長 大口　勝也

16 委　員 つくば市教育局 健康教育課長 柳町　優子

17 委　員 つくば市教育局 学び推進課長 岡野　知樹

18 委　員 つくば市教育局 特別支援教育推進室長 中島　澄枝

19 委　員 つくば市教育局 生涯学習推進課長 澤頭　由紀子

20 委　員 つくば市教育局 文化財課長 石橋　充

21 有識者 国土技術政策総合研究所 主任研究官 長屋　和宏

令和６年度（2024年度）つくば市学校防災推進委員会　名簿



令和６年度　学校防災事業実績報告

令和７年(2025年)３月17日

教育局教育総務課

問1　今年度に実施した学校防災に係る取組について以下から選択（複数選択）

引渡し訓練以外の定例的な避難訓練 50校
学園合同引渡し訓練 49校
学校防災連絡会議 32校

３つとも実施 34校
２つ実施 14校
学園合同引渡し訓練/引渡し訓練以外の定例的な避難訓練 13校
学園合同引渡し訓練/学校防災連絡会議 1校

１つ実施 1校
引渡し訓練以外の定例的な避難訓練 1校

問3　今年度に実施した学校防災に係る取組（つくばスタイル科など授業・学校活動での取組）（複数選択）

つくばスタイル科　防災マップ作成 34校
つくばスタイル科　防災バッグ作成 31校
つくばスタイル科　講話等の聴講 22校
その他 15校

その他の取組
マイタイムライン作り 2校
避難所運営に関する学習 3校
心肺蘇生法の実習 1校

１学年・４学年・６学年において国総研長屋氏を講師として授業を実施
した。特に４学年では、校内だけでなく、オンラインで学園３校をつな
ぎ、防災バック作成の成果を共有し合うことができた。

1校

避難経路、校内の安全ゾーン、避難方法、消火器・消火栓の位置の確
認（避難訓練の事前指導も含む

1校

地域防災ウォークラリー 1校
つくば市出前講座「防災倉庫について」 1校
防災に係る授業・学校活動など(避難所作り、防災カルタ) 1校
防災に係る通学路の点検、竜巻・水害を想定した避難 1校
不審者侵入時の対処法、登下校時の不審者対応警察官からの講話) 1校
家庭における緊急時確認、登下校時の緊急時の対応方法の確認 1校 茎崎中学校　つくばスタイル科の授業

３年生社会の消防署の学習の中で、防災も絡めて学習した。また、４年
生では、地域の方（葛城版コミュニティ・スクール方）のご協力をいただ
き、「防災教室」を行った。

1校

1校

1校

14校

34校

引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

学園合同引渡し訓練/学校防災連絡会議

学園合同引渡し訓練/引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

３つとも実施

全50校

資料１
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問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）（複数選択）

救急救命講習 45校
警察署等の防犯講習 35校
つくば市学校防災研修会の参加 17校
防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く） 15校

【救急救命講習】 【警察署等の防犯講習】

春日学園義務教育学校　5年心肺蘇生（あっぱくん） 小野川小学校　防犯のお話（茨城県警察音楽隊コンサートを兼ねて）

【つくば市学校防災研修会の参加】 【防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）】

葛城小学校　４年生「防災教室」 研究学園小学校　教職員研修の写真

2 



学校防災事業の成果について（複数選択）

教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積 49校
児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積 48校
PTA・地域の方々との交流・連携の強化 35校
その他 0校

学校防災事業の課題について（複数選択）

先進的な取組・他市町村の取組の事例紹介がほしい 44校
防災に係る講師の情報がない（講師を紹介してほしい） 16校
その他 4校
その他（自由記述）

自治会や回覧板もない地区のため、学校の保護者でない地域の住民
への周知が困難である。

2校

やりたいことはいろいろあるが、新規事業を準備する時間がない。（実
施計画からすべてパッケージになっているとありがたい)

1校

地域防災会議を開催しても参加してくれる地域の方の人数が少ない。 1校

問7　学校防災事業で実施したい取組について

学校、保護者、地域が連携した防災訓練 3校

避難所関連（設営、避難用トイレ、段ボールベッド）の仕方について 4校

〇実際に避難所となった場合の地域の方々との訓練
　上記について、学校から地域への発信ではなく、市から地域へ発信していただき、可能な
範囲で地域の方々と学校職員が参加できるような訓練の機会を与えていただけるとありが
たい。その場合には、休日でもよいと考えています。
（平日は児童が登校しているため）

万一の災害時の災害被害を最小限にとどめるための工夫・取組事例に
ついて知るなど

1校

児童対象。
・消防署の方と連携して、物干しざおとシーツで作成する簡易担架
・子供でも簡単に結べる、緊急用ロープの結び方
・煙体験

1校

様々なパターンでの避難訓練（移動教室先からの避難、昼休みの時の避
難）、負傷者がいた場合の対応訓練

1校

地域の方と防災マップ作成 1校

コミュニティ・スクールを活用した防災意識の高揚と地域でできる学校と
協働の防災事業について

1校

35校

48校

49校

PTA・地域の方々との交流・連携の強化

児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積

教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積

複数回答

4校

16校

44校

その他

防災に係る講師の情報がない（講師を紹介してほしい）

先進的な取組・他市町村の取組の事例紹介がほしい

複数回答

3 



令和６年度　学校防災事業実績一覧

令和７年(2025年)３月17日

教育局教育総務課

No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

1 栄小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

・桜学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童・保護
者・教職員　約500名
・学校防災連絡会議　５月・８月　対象者：教職員・保護
者　各約30名
・定例的な避難訓練　４月避難経路確認　５月火災想定
９月シェイクアウト訓練　11月竜巻想定　２月地震想定
　対象者：全校児童・教職員　各約300名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(マイタイムライン作り)

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

・防災に係る教職員研修：7月
　講師：立教大学教授　長坂俊成先生
　主な内容：地域の防災力を考える

・救急救命講習　11月
　講師：日赤指導員

・救急救命講習　11月　講師：つくば市消防
署職員　参加者：約20名

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

・学校、保護者、地域が
 連携した防災訓練

・避難用トイレ体験

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

2 九重小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

桜学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・教
 職員　約300名

 

学校防災連絡会議　５月と８月　対象者：教職員　地域
 の方々　約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　９月　地震想定　５月　不
 審者想定　１月　　竜巻想定　6月

対象者：全校児童生徒・教職員　約300名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　４月と６月
講師：つくば消防署職員（保護者ボラン

 ティア）
 

 防犯講習　１月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

3 桜南小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

桜並木学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生
 徒・教職員・保護者　約500名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地域の方々
 約30名

 

 定例的な避難訓練　火災想定　12月　不審者想定　9月
対象者：全校児童生徒・教職員　約400名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　8月
 講師：養護教諭

 

 防犯講習　9月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

4 栗原小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

桜学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童・教職員
保護者　約750名

学校防災連絡会議　５月　対象者：教職員　地域の方々
約20名
　　　　　　　　　８月　対象者：教職員　地域の方々　約
100名
定例的な避難訓練　火災想定　5月　不審者想定　６月
対象者：全校児童・教職員　約400名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(マイタイムライン（水害）の
作成)

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 防災に係る教職員研修：８月
 講師：立教大学教授　長坂　俊成先生　

 主な内容：災害・防災について
 

 救急救命講習　６月
 講師：日本赤十字指導員　久保田　稔先生

 
 
 
 

□　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

5 竹園東小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

竹園学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 保護者・教職員　約１２００名

 

学校防災連絡会議　１２月　対象者：教職員　地域の
 方々　約30名

 

定例的な避難訓練　地震想定　４月　火災想定　９月　不
 審者想定　１月

対象者：全校児童生徒・教職員　約800名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　7月
 講師：医師

 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

6 並木小学校

☑　学園合同引渡し訓練

☑　学校防災連絡会議

☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

桜並木学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生
 徒・教職員　約450名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地域の方々
 約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　5月　地震想定　9月　不
 審者想定　11月

対象者：全校児童生徒・教職員　約400名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　4月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　7月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

7 吾妻小学校

☑　学園合同引渡し訓練

□　学校防災連絡会議

☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

吾妻学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約900名

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　9月　不
 審者想定　12月

対象者：全校児童生徒・教職員　約750名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　9月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　12月
 講師：つくば警察署職員

 
 

 防災デイキャンプ（９月）
防災炊き出し訓練(1月、２月）

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

地域住民と合同の訓練

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

8 谷田部小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 輝翔学園合同引渡し訓練：5月　
 対象者：全校児童生徒・教職員　約800名

 

 学校防災連絡会議　11月　
 対象者：教職員　地域の方々　約30名

 

定例的な避難訓練　地震想定　9月（シェイクアウト訓
 練）火災想定　11月　不審者想定　2月

対象者：全校児童生徒・教職員　約800名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 防災に係る教職員研修：４月
 内容：避難場所と避難経路の確認

 

 救急救命講習　6月
講師：本校養護教諭（PUSH指導者資格所

 持）
 

 不審者対応教職員研修：12月
内容：オンデマンド動画視聴及び本校の防

 犯対策の確認
 

 防犯講習　2月
 講師：つくば警察署職員
 内容：さすまたの使い方

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

9 真瀬小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童生徒・教職
 員　約149名

 

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　5月　竜
 巻想定　1月

対象者：全校児童生徒・教職員　約149名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 つくば市学校防災研修会：12月
 

 救急救命講習　８月
 講師：つくば消防署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

資料２

1 



No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

10 島名小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

高山学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童生徒・
教職員・保護者　約550名

定例的な避難訓練　火災想定　5月　地震想定　9月　竜
巻想定　12月　不審者想定　1月
対象者：全校児童生徒・教職員　約350名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　８月
 講師：つくば消防署職員

 
 

高山学園合同引渡し訓練

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

11 葛城小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

光輝学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童・教職
 員　約500名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地域の方々
 約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　12月　地震想定　4、9、
 12月　不審者想定　１月

対象者：全校児童・教職員　約500名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他
(３年生社会の消防署の学習の中で、防
災も絡めて学習した。また、４年生で
は、地域の方（葛城版コミュニティ・ス
クール方）のご協力をいただき、「防災
教室」を行った。)

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　７月
校内で動画を活用しながら、養護教諭指導

 の下、行った。
 

 防犯講習　１月
 講師：つくば警察署職員

 
 

葛城版コミュニティ・スクール主催で、４年
生対象の「防災教室」を行ったが、この「防
災教室」には、地区の民生委員や主任児童
委員、区長の方に声をかけ、参加可能な方

 に一緒に参加していただいた。
「防災教室」では、危機管理課の方に来て
いただき、防災倉庫の中の備蓄品につい
て教えていただくとともに、学校敷地内に
ある「防災かまど」で湯を沸かす体験を
行ったり、東日本大震災時に東北へボラン

 ティアへ行った方のお話を聞いたりした。
「防災教室」終了後は、地域の方々と教員

 （管理職）が、20分程度懇談を行った。

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

万一の災害時の災害被
害を最小限にとどめる
ための工夫・取組事例に
ついて知るなど

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

12 柳橋小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

輝翔学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約100名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員三者　地域の
 方々　約30名

 

定例的な避難訓練　　地震想定　5月　　竜巻想定　9月
 不審者想定　10月　　火災想定　1月

対象者：全校児童生徒・教職員　約100名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　7月
 講師：茨城PUSH認定インストラクター

 

 防犯講習　10月
 講師：つくば警察署職員

 
 

・合同引き渡し訓練の際に、防災倉庫を開
放し、希望する保護者に備蓄してあるもの
を見ていただいた。

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
□　先進的な取組・他市町村の取組
の事例紹介がほしい
☑　その他
(地域防災会議を開催しても参加し
てくれる地域の方の人数が少な
い。)

13 小野川小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

洞峰学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約310名

 

定例的な避難訓練　避難経路の確認４月　シェイクアウ
 ト訓練、竜巻想定9月　不審者想定　11月　火災２月

対象者：全校児童生徒・教職員　約310名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 防災の講話　８月
 講師：長屋先生

 

 救急救命講習　8月
 動画によるプッシュ講習

 

 防犯講習　11月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

避難所設営の仕方につ
いて

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

14 手代木南小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

光輝学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約400名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地域の方々
 約20名

 

定例的な避難訓練　避難経路確認　４月　火災想定　11
 月　地震想定　５月　不審者想定　１月

対象者：全校児童生徒・教職員　約400名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　７月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

15 沼崎小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

豊里学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員・保護者　約700名

 

学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地域の
 方々　約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　9月　不
 審者想定　12月

対象者：全校児童生徒・教職員　約400名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他
(１学年・４学年・６学年において国総研
長屋氏を講師として授業を実施した。
特に４学年では、校内だけでなく、オン
ラインで学園３校をつなぎ、防災バック
作成の成果を共有し合うことができ
た。)

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

防災に係る教職員研修：12月
講師：　防災科学研究所　李先生
主な内容：学校と地域の協力による地域防
災の取組について
防災に係る教職員研修：11月
講師：    市民防犯インストラクター　武田
信彦
主な内容：学校と地域の協力による地域防
災の取組について

救急救命講習　５月
講師：つくば記念病院

防犯講習　12月
講師：つくば警察署職員

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

〇実際に避難所となっ
た場合の地域の方々と

 の訓練
　　上記について、学校
から地域への発信では
なく、市から地域へ発信
していただき、可能な範
囲で地域の方々と学校
職員が参加できるよう
な訓練の機会を与えて
いただけるとありがた
い。その場合には、休日
でもよいと考えていま
す。　　　　　　　　　　　（平
日は児童が登校してい

 るため）

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

16 今鹿島小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

豊里学園　学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児
 童生徒・教職員　約1400名

 

学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地域の
 方々　約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　5月　地震想定　9月　不
 審者想定　11月

対象者：全校児童生徒・教職員　約1400名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　8月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　11月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

17 上郷小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

豊里学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約300名

 

学校（学園）防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地
 域の方々　約30名

 

 定例的な避難訓練　火災想定　9月　　不審者想定　1月
対象者：全校児童生徒・教職員　約300名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 
 

 救急救命講習　8月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

2 



No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

18 大曽根小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

大穂学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
教職員　約550名

学校防災連絡会議　５月　対象者：(前野小学校で報告)

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　9月　不
審者想定　11月
対象者：全校児童生徒・教職員　約550名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 防災に係る教職員研修：８月
講師：市市長公安室　危機管理課　鈴木誉

 幸様、吉沼佑亮様　　　防災士　小野泰宏様
主な内容：能登半島地震における支援活動

 について、避難所体験　など
 

 救急救命講習　4月
 講師：本校養護教諭

 

 防犯講習　11月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

19 前野小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

大穂学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約140名

 

学校防災連絡会議　８月　対象者：教職員　地域の方々
 約70名

 

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　9月　不
 審者想定　2月

対象者：全校児童生徒・教職員　約140名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 
 

 救急救命講習　8月
 講師：茨城県

 

 防犯講習　2月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

20 要小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

大穂学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約120名

 

 学校防災連絡会議　5月　対象者：地域の方々　約12名
 

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　5月・
 10月　シェイクアウト訓練　9月　不審者想定　12月

対象者：全校児童生徒・教職員　約120名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 
 

 救急救命講習　8月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　12月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

21 吉沼小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

大穂学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約300名

 

学校防災連絡会議　5月　対象者：教職員　地域の防災
 員　保護者　約15名

 

地域防災会議　　8月　対象者：教職員　大穂学園に住
 む地域防災員　約70名

 

定例的な避難訓練　火災想定　5月　地震想定　9月　不
 審者想定12月（教職員のみ）竜巻想定　1月

対象者：全校児童生徒・教職員　約170名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 大穂学園防災連絡会議　８月
講師：つくば市市長室　危機管理課　鈴木

 誉幸　　吉沼　佑亮
　　：防災士　地域学校協働活動推進員　つ

 くば市議会議員　小野　泰宏　様　
主な内容：能登半島地震における支援活動

 について
 　　　　　家族防災会議、避難所体験

 

 救急救命講習　8月
 講師：養護助教諭

 内容：ＤＶＤをみながら心肺蘇生研修
 
 
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

22 谷田部南小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

翠輝学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約900名

 

定例的な避難訓練　竜巻・火災想定　11月　不審者想定
 １月

対象者：全校児童・教職員　約80名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他
(避難経路、校内の安全ゾーン、避難方
法、消火器・消火栓の位置の確認（避難
訓練の事前指導も含む）)

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

児童の緊急時対応シミュレーション教職員
 研修：６月

主な内容：緊急時の対応について確認、シ
ミュレーション訓練（プールで溺れた児童

 の救命措置、救急車要請）
 

 心肺蘇生AEDに係る教職員研修：８月
講師：NPO法人　いばらき救命教育・AED
プロジェクト　立川法正先生（豊後荘病院

 医師）
主な内容：AEDの使用を含む心肺蘇生法

 （実習を含む）
 

児童消火器訓練　11月　※緊急出動のた
 め中止

 講師：つくば消防署職員
 主な内容：水消火器を使った実技演習

 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

主な内容：講話、不審者シミュレーション、
 さすまたの使用方法（職員向け）

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

・避難所設営、段ボール
ベッド、簡易トイレなど
の体験

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
□　先進的な取組・他市町村の取組
の事例紹介がほしい
☑　その他
(やりたいことはいろいろあるが、
新規事業を準備する時間がない。
（実施計画からすべてパッケージに
なっているとありがたい）)

23 二の宮小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童生徒・教職
員　約400名

学校防災連絡会議　10月　対象者：教職員　地域の
方々　約30名

定例的な避難訓練　火災想定　5月　地震想定　9月　不
審者想定　11月
対象者：全校児童生徒・教職員　約400名

洞峰学園合同引き渡し訓練：５月　対象者：全児童・教職
員　約５５０名

定期的な避難訓練　火災想定　４月　地震想定　９月　１
０月　不審者想定　１２月
対象者：全校児童・教職員　約５５０人

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

防災に係る教職員研修：８月
講師：　つくば市危機管理課職員
主な内容：

救急救命講習　9月
講師：つくば消防署職員

防犯講習　11月
講師：つくば警察署職員

救急救命講習　８月
講師：NPO法人いばらき救命教育

防犯講習　１２月
講師：つくば警察署職員

合同引き渡し訓練

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

3 



No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

24 竹園西小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

竹園学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約1650名

 

学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地域の
 方々　約25名

 

定例的な避難訓練　地震想定　4月　火災想定　11月
 不審者想定　2月

対象者：全校児童生徒・教職員　約870名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　7月
 講師：立川　法正　医師

　　　　　NPO法人　いばらき救命教育・
AEDプロジェクト(いばらきPUSH)理事

 長
　　　　　日本AED財団　減らせ突然死プロ

 ジェクト実行委員
　　　　　豊後荘病院　精神科(日本救命医

 学会　救急科専門医、精神保健指定医)
 
 

 防犯講習　2月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

25 松代小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

光輝学園合同引き渡し訓練　5月　対象者：学園内中学
 校1校及び小学校3校の児童生徒・教職員　約1800名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：光輝学園学校関係
者、区長、民生委員　合計38名 (参集34名、オンライン
4名）

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　6月　講師：元看護士
 

 防犯講習　9月　講師：つくば警察署職員
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

26 東小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

洞峰学園合同引渡し訓練：５月
対象者：全校児童・教職員　約450名　　※雨のため、小
学校のみ実施

定例的な避難訓練　　不審者想定：６月
　　　　　　　　　　地震想定シェイクアウト訓練：９月
　　　　　　　　　　火災想定：１月
　　　　　　　　　　対象者：全校児童・教職員　約450名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　６月
 講師：養護教諭

 

 防犯講習　５月
 講師：つくば警察署職員

 

 不審者対応研修　１２月
大阪教育大学附属池田小学校の教職員対

 象訓練の動画視聴研修
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

27 茎崎第一小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

高崎学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童生徒・
 教職員・保護者　約1300名

 

学校防災連絡会議　8月　対象者：教職員・地域の方々・
 茎崎交番・消防署員　約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　4月　地震想定　9月　火
 災想定　11月　不審者想定　1月

対象者：全校児童生徒・教職員　約500名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
□　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 
 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

28 茎崎第二小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

茎崎学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約520名

 

茎崎学園学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員
 地域の方々　約50名

 

 定例的な避難訓練（茎崎第二小学校）　
 火災想定　４月　地震想定　9月　不審者想定　１月

対象者：全校児童・教職員　約160名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(地域防災ウォークラリー)

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
□　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 オンラインつくば市学校防災研修会　12月
 

 防災に係る教職員研修：12月
主な内容：オンライン研修後、全職員に内

 容を共有
 
 

□　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

 児童対象。
・消防署の方と連携し
て、物干しざおとシーツ

 で作成する簡易担架
・子供でも簡単に結べ
る、緊急用ロープの結び

 方
 ・煙体験

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

29 茎崎第三小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

茎崎学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約400名

 

学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地域の
 方々　約50名

 

定例的な避難訓練　火災想定　４月　地震想定　４月　不
 審者想定　７月　竜巻想定　５月　土砂災害１月

対象者：全校児童生徒・教職員　約160名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　8月　１２月
 講師：養護教諭

主な内容：教諭対象はシミュレーション研
 修　児童はあっぱくん、AED等

 
 

 防犯講習　７月
 講師：つくば警察署職員等

 主な内容：不審者避難訓練と講話
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
□　先進的な取組・他市町村の取組
の事例紹介がほしい
□　その他

30 香取台小学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

高山学園合同引渡し訓練：6月7日　対象者：全校児童
 生徒・教職員　約630名

 

 定例的な避難訓練　
 火災想定　4月18日

 地震想定　9月2日
 竜巻想定　12月2日

 不審者想定　2月19日
対象者：全校児童生徒・教職員　約650名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(つくば市出前講座「防災倉
庫について」)

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
□　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 防災に係る教職員研修：
令和6年度安全教育指導者研修オンデマン

 ド
講師：茨城県教育庁学校教育部保健体育

 課　健康教育推進室　学校保健安全担当
主な内容：学校における安全教育及び安全

 管理について
 

 講義「学校安全の考え方、進め方」
講師　東京学芸大学名誉教授　渡邉正樹

 氏
 

 PTA防災プロジェクト主催
 ナダレンジャー防災実験教室

12月4日　全学年児童とPTA保護者対象

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
□　先進的な取組・他市町村の取組
の事例紹介がほしい
□　その他

31 研究学園小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

虹色学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約700名

 

定例的な避難訓練　避難経路確認　４月　地震想定　9
 月　不審者想定　12月

対象者：全校児童・教職員　約550名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 つくば市学校防災研修会：１２月
講師：国立研究開発法人防災科学技術研

 究所　李　泰榮先生　池田　真幸先生
 

 救急救命講習　５月
 講師：流通経済大学　稲垣　裕美先生

 

 救命に関する小中合同職員研修：９月
 講師：豊後総合病院　立川　法正先生

 
 
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

・新しい地域のため、地
域を巻き込んだ防災訓
練の実施

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
☑　その他
(自治会や回覧板もない地区のた
め、学校の保護者でない地域の住
民への周知が困難である。)

32 みどりの南小学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

翠輝学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約800名

 
 
 

定例的な避難訓練　不審者想定　10月　　　　地震想定
 9月　　　火災想定　１月

対象者：全校児童生徒・教職員　約770名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　８月
 

防犯講習（不審者対応避難訓練を兼ねた
 教職員研修）　10月

 講師：つくば警察署職員
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
□　先進的な取組・他市町村の取組
の事例紹介がほしい
□　その他

4 



No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

33 桜中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

桜学園合同引渡し訓練：5月　対象者：全校児童生徒・教
 職員　約400名

 

学校防災連絡会議　5月　対象者：教職員　地域の方々
 約30名

 

定例的な避難訓練　火災想定　9月　地震想定　5月　不
 審者想定　 1月

対象者：全校児童生徒・教職員　約400名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(防災に係る授業・学校活動
など（避難所作り、防災カルタ）)

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 防災に係る教職員研修：7月
 講師：長坂俊成先生　立教大学教授

 主な内容：避難所について
 

 救急救命講習　6月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

34 竹園東中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

竹園学園合同引渡し訓練　５月　対象者：全校児童生
 徒・教職員　約4,000名

 

竹園学園学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員・
 PTA本部役員・防災士・区長・危機管理課　26名

 

定期的な避難訓練　地震・火災想定　５月　　竜巻想定
 10月　不審者想定　２月

対象者：全校生徒・教職員　約500名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　8月
 講師：医師

 

 防犯講習　２月
 講師：つくば警察署職員

 
 

学園合同引渡し訓練

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

35 並木中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

桜並木学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校生徒・教
 職員　約400名

 

学校防災連絡会議　10月　対象者：教職員　地域の
 方々　約30名

 

定例的な避難訓練　地震想定　5月　地震想定（シェイク
 アウト訓練）　9月　不審者想定　４月

対象者：全校生徒・教職員　約400名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
□　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 防災に係る教職員研修：１１月
 講師：つくば市危機管理課職員
 主な内容：避難所設営について

 
 

防災士の全校対象講習会（PTA主催）

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

36 谷田部中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

輝翔学園合同引渡し訓練：５月　対象者：７年生および
 小学校児童・教職員　約460名

 

輝翔学園学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地
 域の方々　約30名

 

定例的な避難訓練　地震想定　5月　シェイクアウト訓練
 9月　不審者想定　11月

対象者：全校生徒・教職員　約460名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　２月（８年生対象）
 講師：消防署員（予定）　

主な内容：あっぱくんを使用した心肺蘇
 生。AEDを使った訓練

 

 防犯講習　11月
 講師：つくば警察署職員

 不審者対応訓練及び講話
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

37 高山中学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

高山学園合同引渡し訓練：５月　対象者：第７学年生徒・
 教職員　約140名

 

定例的な避難訓練　火災・地震想定４月　不審者想定
12月　対象者：全校生徒・教職員　約410名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(防災に係る通学路の点検、
竜巻・水害を想定した避難)

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　８月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　12月
講師：つくば警察署職員

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

38 手代木中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

・地震想定、避難経路確認避難訓練：４月　対象者：全校
 生徒・教職員　約600名

 

・光輝学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校生徒・教
 職員・保護者　約800名

 

・シェイクアウト訓練：９月　対象者：全校生徒・教職員
 約600名

 

・学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地域の
 方々　約30名

 

・定例的な避難訓練　火災想定　10月　対象者：全校生
 徒・教職員　約600名

 

・不審者対応避難訓練　12月　対象者：全校生徒・教職
員　約600名　講師：つくば警察署

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(不審者侵入時の対処法、登
下校時の不審者対応（警察官からの講
話))

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
□　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 防犯講習　12月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

39 豊里中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

豊里学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員・保護者　約800名

 

学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地域の
 方々　約20名

 

 定例的な避難訓練　地震想定　5月　不審者想定　１月
対象者：全校児童生徒・教職員　約460名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　7月
 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署生活安全課

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

40 大穂中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

大穂学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校生徒・教職
 員　約500名

 

大穂学園防災連絡会議　８月　対象者：保護者、地域の
 方々　約20名（大穂中関係者）

 

定例的な避難訓練　　地震想定　4月　火災想定　10月
 不審者想定　１月

対象者：全校児童生徒・教職員　約500名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習（オンライン）　8月
 講師：医師　

 　　　（AEDの使用方法等）
 

 不審者対応の避難訓練　１月
 （職員による不審者対応の研修）

 講師：つくば警察署職員
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

41 谷田部東中学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

○洞峰学園合同引渡し訓練　５月　対象者　園児、児童、
生徒、学校職員、保護者（約3500名）
　※洞峰学年小中学校、幼稚園が合同で実施
○谷田部東中学校実施（定期的な避難訓練）
　避難訓練（地震）　　４月　対象者：生徒、学校職員（約６
５０名）
　避難訓練（不審者）　６月　対象者：生徒、学校職員、つ
くば警察署員（約６５０名）
　避難訓練（竜巻）　　９月　対象者：生徒、学校職員（約６
５０名）
　避難訓練（火災）　１０月　対象者：生徒、学校職員、つ
くば消防署員（約６５０名）

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(家庭における緊急時確認、
登下校時の緊急時の対応方法の確認)

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 
 

 救急救命講習　８月
オンラインｐｕｓｈ研修

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

学校が避難所として開
設される場合の流れや
教職員の役割について
の研修

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

5 



No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

42 吾妻中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

吾妻学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校児童生徒・
 教職員　約1500名

 

学校防災連絡会議　11月　対象者：教職員　地域の方々
 約25名

 

定例的な避難訓練　火災想定　４月　地震想定　9月　不
 審者想定　３月

対象者：全校児童生徒・教職員　約300名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

☑　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　８月
 講師：つくば消防署職員  

 主な内容：あっぱくんを使用したAED研修
 

 つくば市学校防災研修会　12月
講師：国立研究開発法人防災科学技術研

 究所　池田　昌幸氏
 主な内容：学校防災について

 
 
 
 
 
 
 

 防災キャンプ　9月
☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

様々なパターンでの避
難訓練（移動教室先から
の避難、昼休みの時の
避難）、負傷者がいた場
合の対応訓練

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

43 茎崎中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

茎崎学園合同引渡し訓練：５月　対象者：全校生徒・教職
 員　約200名

 

学校防災連絡会議　12月　対象者：教職員　地域の
 方々　約50名

 

定例的な避難訓練　地震から火災想定　5月　シェイク
 アウト　9月　不審者想定　２月

対象者：全校生徒・教職員　約200名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　４月
 講師：養護教諭

 

 防犯講習　２月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

地域の方と防災マップ
作成

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

44 高崎中学校
☑　学園合同引渡し訓練
☑　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

高崎学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童生徒・教職
 員・保護者　約1,300名

 

学園防災連絡会議　8月　対象者：教職員　PTA　茎崎交番
 消防署員　地域の方々　約30名　

 

 市学校防災オンライン会議　12月
 

定例的な避難訓練　火災想定　４月　危機管理マニュアル　５
 月　竜巻　９月　シェイクアウト　11月　不審者　12月

対象者：全校児童生徒・教職員　約330名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(避難所で私たちにできる
こと)

☑　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　８月
 講師：つくば消防署職員

 

 防犯講習　12月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

　コミュニティ・スクール
を活用した防災意識の
高揚と地域でできる学
校と協働の防災事業に
ついて

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

45 研究学園中学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

 虹色学園合同引渡し訓練：５月　
 対象者：全校児童生徒・教職員・保護者　約1300名

 

 定例的な避難訓練　火災想定　7月　
 対象者：全校生徒・教職員　約170名

 

 定例的な避難訓練　地震想定　9月　不審者想定　12月
対象者：全校児童生徒・教職員　約700名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(避難所運営に関する学習)

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 

 救急救命講習　9月
講師：立川 法正先生　NPO法人いばらき
救命教育・AEDプロジェクト代表、　豊後荘

 病院医師
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
☑　その他
(自治会や回覧板もない地区のた
め、学校の保護者でない地域の住
民への周知が困難である。)

46 春日学園義務教育学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 定期的な避難訓練
 ５月　引き渡し訓練　約1,900人

 ９月　不審者・地震　約1,100人
１月　竜巻　約1,100人

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(心肺蘇生法の実習)

□　つくば市学校防災研修会の参加
☑　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
□　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　８月　つくば市中央消防署
 防犯講習　９月　つくば警察署

 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

47 秀峰筑波義務教育学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

秀峰筑波引き渡し訓練（地震想定）：７月　対象者：全校
 児童生徒・教職員・保護者　約1670名

 

定例的な避難訓練　火災想定４月　竜巻想定９月　不審
 者想定　12月

対象者：全校児童生徒・教職員　約1070名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
☑　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

救急救命講習　７月・８月
講師：つくば北消防署職員
内容：１　心肺蘇生法、ＡＥＤの取り扱いに
ついての実習
　　　２　シミュレーション研修（想定訓練）
　　　　緊急時の初期対応
　　　　第一発見者の対応について～通報
～対応職員の動き
　　　　養護教諭不在時の想定で、職員が組
織で救命にあたる。

防犯講習　12月
講師：つくば警察署職員２名来校
内容：１　 防犯全般について心構えを指導
する。
　　　　「いかのおすし」
　　　２　 緊急避難の対応について確認す
る。
  　　　　チャイム２回後放送、緊急の内容
(地震、火災、竜巻、雷雨、不審者侵入「○階
○○に大
　　　　 きな荷物が届きました」)を把握す
る。
　              近くにいる職員の話をよく聞
き、誘導や指示に従い、落ち着いて素早く
行動する。
　　　３　不審者侵入時の対処の仕方を指導
する。
 　　   《児童生徒》・常に不審者のいる方向
と反対方向に避難し安全を確保する。
　 　 　《教職員》　・来校者には遠くからで
も挨拶をする。

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

□　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

48 学園の森義務教育学校
□　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

定例的な避難訓練　火災想定４月・災害想定引き渡し５
 月・地震想定9月・不審者想定　11月

対象者：全校学園生・教職員　約1900名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　4・9月
 講師：筑波記念病院職員

 

 防犯講習（訓練）　11月
 講師：つくば警察署職員

 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
□　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他
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No. 学校名
問1　今年度に実施した学校防災に係る取
組について

問2　問1の取組について、実施した時期・対象者・参加
人数

問3　今年度に実施した学校防災に係
る取組（つくばスタイル科など授業・学
校活動での取組）

問4　今年度に実施した学校防災に係る取組（教職員研修・講話など）
問5　問4の取組について、記載例を参考
に詳細を記入してください。

問6　PTA・地域の方々を対象とした取組
について（合同引渡し訓練・学校防災連絡
会議を除く）

学校防災事業の成果について
問7　学校防災事業で実
施したい取組について

学校防災事業の課題について

49 みどりの学園義務教育学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

 

みどりの学園合同引渡し訓練：6月　対象者：全校児童
 生徒・教職員　約1900名

 

学校防災連絡会議　10月　対象者：教職員　地域の
 方々　約16名

 

定例的な避難訓練　火災想定　5月　地震想定　9月　不
 審者想定　11月

対象者：全校児童生徒・教職員　約1900名

☑　つくばスタイル科　防災バッグ作成
☑　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
□　その他

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 

 防災に係る教職員研修：８月
 教頭・保健主事による職員研修

主な内容：防災教育の意義、目的、各校の
 事例紹介

 

 救急救命講習　８月
 講師：いばらきプッシュオンライン研修

 教職員80名
 

 救急救命講習　2月
 講師：いばらきプッシュオンライン研修　

 5・8年　311名
 

 防犯講習　1月
 講師：つくば警察署職員

 3年生　263名
 
 

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他

50 みどりの南中学校
☑　学園合同引渡し訓練
□　学校防災連絡会議
☑　引渡し訓練以外の定例的な避難訓練

みどりの南小中学校合同　引渡し訓練：５月　対象者：全
 校児童生徒・教職員　約８００名

 

不審者対応雛訓練：１１月　対象者：全校生徒・教職員
 約８０名

□　つくばスタイル科　防災バッグ作成
□　つくばスタイル科　防災マップ作成
□　つくばスタイル科　講話等の聴講
☑　その他(つくばスタイル科　学校が
避難所になったらどう使うか)

□　つくば市学校防災研修会の参加
□　防災に係る教職員研修・講話（つくば市学校防災研修会を除く）
☑　救急救命講習
☑　警察署等の防犯講習

 救急救命講習　８月
講師：NPO法人　茨城救命教育・AEDプロ

 ジェクト
 

 防犯講習　11月
講師：つくば警察署職員

みどりの南小中学校合同　引渡し訓練

☑　児童生徒の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　教職員の防災意識の向上・防災に係る知識の集積
☑　PTA・地域の方々との交流・連携の強化
□　その他

☑　防災に係る講師の情報がない
（講師を紹介してほしい）
☑　先進的な取組・他市町村の取
組の事例紹介がほしい
□　その他
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つくば市学校防災研修会の実施について 

 

１ 日時 

  令和６年（2024年）12月５日（木） 

  午後３時30分～午後４時30分（オンライン開催） 

 

２ 講師 

  国立研究開発法人防災科学技術研究所社会防災研究領域 災害過程研究部門 

池田 真幸 様 

李 泰榮 様 

  演題 「学校防災の考え方 地域と学校の協働による地域防災」 

 

３ 参加者 

  つくば市学校防災推進委員及び各学校関係者（教職員及び保護者等） 

  100名程度 

 

  

 

資料３ 



［資料４］ 
 

 

地震を想定したショート避難訓練 

実施の手引き（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年(2025年) 月 

 

つくば市教育局教育総務課 
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１ ショート避難訓練とは 

 学校等で実施されている、地震を想定した避難訓練では、事前に避難訓練の実施が

児童・生徒に告知され、予定時刻に地震発生が放送で通知され、児童・生徒は机の中

に入るなどの安全を確保する体制を取り、地震の揺れが収まった通知とともに校庭等

に避難する、シナリオ型のものが一般的となっている。 

 シナリオ型の避難訓練は、シナリオで想定されている授業中などの状況では効果が

期待できる。しかしながら、地震は授業中に限らずさまざまな時間帯で発生し、教職

員が児童・生徒に的確な指示、指導が困難な状況下においても自ら身を守る行動を取

ることについての意識付けが重要である。 

 ショート避難訓練は、学校管理課における様々な時間帯における地震発生に対して

身を守る行動（危ないものから離れる、その場にしゃがむ）を自ら考えて取る力を重

点的に身につける訓練である。地震発生直後の行動にポイントを絞ることにより、短

時間で実施することが可能であり、様々な状況を想定した訓練が可能である。 

 

２ ショート避難訓練の実施により期待される効果 

 (1) シナリオ型の避難訓練では想定していない、さまざまな状況においての退避行

動について、児童生徒が判断する能力を養うことができる。 

 (2) 短時間かつ簡単に実施できることから、複数回の訓練を重ねることで、教職員

の指示がなくても適切な退避行動がとれるようになる。 

 

３ ショート避難訓練の実施方法（例） 

 (1) 基本的な実施方法 

ア 事前告知 

  実施日当日の朝に、ショート避難訓練を実施する旨を告知する。 

告知例：「本日中に地震を想定した避難訓練を行います。地震発生の放送があ

ったら、自分で身を守る行動（危ないものから離れる、その場にしゃがむな
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ど）を考えて、行動してください。 

  イ 訓練開始（地震発生の通知） 

    地震が発生した旨を放送で通知する。 

放送例：「訓練を実施します。ただいま、強い地震が発生しました。皆さん、

身を守る行動を取ってください。」 

  ウ 訓練終了 

    訓練開始から概ね１分経過後、地震が収まり、訓練を終了する旨を放送で通

知する。 

放送例：「地震が収まりました。これで訓練は終了です。それぞれ、元の活動

に戻ってください。」 

  エ 振り返り 

    訓練時にどこにいて、そこではどのような危険があると考え、どのような行

動を取ったかなどを振り返り考える時間を設けることで、改善点や良かった点

を共有し合い、より効果的な行動へとつなげる。 

 

 (2) 発展的な実施方法 

    短時間で実施することができるショート避難訓練は、複数回の訓練を重ねる

ことで効果を高めることができる。 

    また、複数回の訓練を実施する際には、以下のような工夫を加えることでよ

り効果的な取組となる。 

  ア 様々な時間帯で実施する 

    授業中や休み時間、清掃時間など、学校管理下における様々な時間帯で実施

することで、いかなる状況においても自ら身を守る行動を取ることについて意

識付けることができる。 

  イ 事前告知を行わない 

    事前告知を行わないことで、児童・生徒はいつ訓練が行われるか予測できな
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いため、実際の地震発生時と同様の状況に対応する力を身に付けることができ

る。 

  ウ 地震発生の合図 

    地震発生の合図を言葉での伝文では無く、緊急地震速報の音声などを活用す

る。 

 

４ 実施にあたっての留意事項 

 (1) 訓練の詳細な時間を事前告知しない場合、児童生徒が不意を突かれ、慌てた行

動をとり事故等につながらないように留意する。特に、低学年の児童においては、

地震発生の放送により混乱が生じないよう、訓練である旨を強調する。 

 (2) 休み時間等に実施する場合は、児童生徒が遊具等で遊んでいないか、重い荷物

を持っていないかなど、安全に訓練を実施できるかを確認した上で実施する。 

 



  

つくば市学校防災手帳について 

 

１ 目的 

 携帯できる防災手帳を児童・生徒に提供し、日常生活や授業に活用してもらうこと

 で、児童・生徒及び保護者の自助・共助の意識の向上に資する。 

 

２ 事業概要 

 ハザードマップ等の行政機関が発行している情報と、つくばスタイル科の防災単元

 での児童の学習成果を掲載した、携帯できる防災手帳を作成する。 

 

３ 過去の作成実績及び今後の予定 

  平成 30年度：大曽根小学校、葛城小学校、春日学園義務教育学校 

  令和元年度：茎崎学園（第二小・第三小）、栄小学校、竹園東小学校 

  令和２年度：上郷小学校、東小学校、竹園西小学校（竹園学園版として再編） 

  令和３年度：谷田部小学校、沼崎小学校、桜並木学園（並木小学校及び桜南小学校） 

  令和４年度：栗原小学校、柳橋小学校、前野小学校、学園の森義務教育学校 

  令和５年度：秀峰筑波義務教育学校、二の宮小学校、高崎学園（高崎中学校・茎崎第

        一小学校） 

  令和６年度：小野川小学校、島名小学校、吉沼小学校 

  令和７年度（予定）：香取台小学校、研究学園小学校、谷田部南小学校 

  令和８年度（予定）：今鹿島小学校、九重小学校、手代木南小学校、真瀬小学校 

  令和９年度（予定）：要小学校、みどりの南小学校、みどりの学園義務教育学校 

  ※令和７年度以降の予定は、変更となる場合がある。 

 

４ その他 

(1) 市ホームページへ学校防災手帳データを掲載 

(2) 「吾妻学園おやじの会」が作成する学校防災手帳について、メディアで紹介 

 

資料５ 

(1) つくば市ホームページ QRコード (2) 吾妻学園メディア取材 QRコード 

（Youtube） 



令和６年度葛城小学校防災教室 

                           光輝学園つくば市立葛城小学校 

１ ねらい 

○ 葛城小学校にある防災倉庫や防災かまどの使い方等を知ることで、災害発生時に役立つ

知識・情報を得ることができるようにするとともに、災害時に必要な心構えや行動等に

ついて考えることができるようにする。 

○ 東日本大震災の様子を聞いたり、防災クイズに挑戦したりすることをとおして、防災に

関する意識を高められるようにする。 

○ 民生委員・主任児童委員や区長等をはじめとした地域の方々に参加を呼びかけることで、

児童の様子や地域の防災拠点となり得る葛城小学校の防災設備等について知っていた

だく。 

 

２ 日 時  令和６年 12月５日（木）３、４校時 

 

３ 場 所  葛城小学校体育館および校庭（防災かまどベンチ）、防災倉庫 

 

４ 参加者  第４学年児童１０２名 

       民生委員、主任児童委員、区長、消防団、地域の方 

＜企画・運営＞ 葛城版コミュニティ・スクール、葛城小学校 

＜協力＞    つくば市役所危機管理課、おやじの会 

        つくば市消防団第７分団団員 太田様 

 

５ 内容 

① 防災倉庫の中には、どんなものが入っている？（体育館にて） 

 ・防災倉庫内の備品等を体育館に展示し、危機管理課の方（２名）より、使い方等を説明 

していただく。 

 ・防災倉庫の中を見せていただいたり、体育館に展示された備品を手に取って見たりする。 

② 防災かまどの体験と震災ボランティア経験者による体験談（校庭・防災かまどにて） 

 ・防災かまどの由来について、葛城版コミュニティ・スクールの方から聞く。 

  ・防災かまどに、実際に薪をくべ、着火して、湯を沸かす体験をする。 

  ・湯が沸くまでの間に、東日本大震災の被災地にもボランティアとして関わった地域の方

（消防団員の方）から、東日本大震災時の様子（揺れ方や被害状況等）について聞く。 

  ・葛城版コミュニティ・スクールが作成した「防災クイズ」に挑戦する。 

 

６ 参加児童や地域の方の声 

 ＜ 児 童 ＞・防災倉庫の中に、いろいろなものがあって、びっくりした。万一災害でト

イレが使えなくても、非常用トイレがあれば、少し安心できると思った。 

        ・防災かまどで、お湯を沸かすことができて、嬉しかった。 

        ・東日本大震災の被害の様子を見てびっくりしたし、とても怖いとも思った。 

 ＜地域の方＞・地域の学校に、どのような防災対策グッズがあるのかを知ることができて

よかった。 

       ・防災かまどがあり、非常時に活用できそうだと感じた。 

       ・地域の他の区長さんや民生委員さんと顔見知りになれてよかった。 

 



【葛城版コミュニティ・スクールが作成した防災教室の報告レポート】 
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